
＜UGS002＞日本国憲法科目名：
金子　匡良(KANEKO　Masayoshi)担当教員：

この授業では、日本国憲法の土台をなす立憲主義およびそれを生み出した歴史的背景について理解した上
で、日本国憲法の構造および主要な規定内容について学んでいく。この授業は、卒業認定・学位授与の方
針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」の育成に関わっており、また学修成果の「①豊かな人間性
や主体的に生きる力」に関連している。

【授業の紹介】

この授業は、以下の事項を修得することを目標とする。
①憲法の土台をなす立憲主義の内容を理解できる。
②立憲主義が誕生した歴史的背景と立憲主義の変遷について理解できる。
③日本国憲法の制定経緯について理解できる。
④日本国憲法の構造および主要な規定内容を理解できる。
⑤憲法の知識を通じて現代社会の諸問題を分析することができる。

【到達目標】

第1回　オリエンテーション
第2回　憲法の歴史①－立憲主義の成立
第3回　憲法の歴史②－立憲主義の変遷
第4回　日本国憲法の制定経緯
第5回　日本国憲法の構造
第6回　国民主権
第7回　人権の類型
第8回　人権の享有主体
第9回　表現の自由
第10回　社会権
第11回　参政権
第12回　権力分立
第13回　違憲審査制
第14回　憲法改正
第15回　全体のまとめ
定期試験

【授業計画】

授業は配布プリントに基づいて行っていくため、授業前の予習として、よくプリントを読んでおき、問題
点や疑問点を明らかにし、授業後には復習としてプリントをよく読み直し、事前に抱いた問題点や疑問点
が解消できたかを確認する。なお、予習・復習に要する時間は、それぞれ2時間を目安とする。

【授業時間外の学習】

成績評価は、最終授業時に行う期末テストの点数に基づいて行う（100％）。試験後に試験内容について
フィードバックを行う。

【成績の評価】

なし。毎回の授業時に配布するプリントに基づいて授業を進める。
【使用テキスト】

長谷部恭男(解説)『日本国憲法』（岩波文庫、2019年）
【参考文献】



＜UDI102＞情報基礎演習【経Ａ】科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　パソコンに関する基礎知識やファイルの保存・整理などの基本操作、学業に必要なレポートの作成法、
就職活動や社会に出てからも必要となるさまざまなビジネス文書作成、ポスターなどの表現技能について
学ぶ。インターネットの仕組み、メールやWebなどのネットの活用法、さらに、ネット社会を適切に生き
るためのセキュリティ技術やモラル・マナー、トラブル対処などについても学習していく。そして、さま
ざまな発表会やビジネスの場で広く利用されているPowerPointによるスライド作成の基本技能も学ぶ。

　学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成
に関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。

高等学校教諭一種免許状（情報）および高等学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目。

【授業の紹介】

(1)学業を深め、レポートや卒業論文等を仕上げるのに必要な文書作成および情報検索を円滑に実施でき
る。
(2)学業や社会生活において効率よく情報検索や情報発信するための知識・技能、マナーやセキュリティ
の重要性を理解することができる。
(3)将来、社会人としてビジネスや教職などの就業に必要最低限の情報技術と問題解決力を身に付けるこ
とができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション+パソコンの基本操作（１）パソコンおよび周辺機器の構成
第２回　パソコンの基本操作（2）コンピュータにおける情報処理の特性
第３回　ファイルの保存と整理
第４回　文書作成の基本(1)＋Webとメールの基本操作(1)：ワープロソフトの特徴と基本機能
第５回　文書作成の基本(2)＋Webとメールの基本操作(2)：ページレイアウトの設定、文書入力、フォン
トの書式変更など　
第６回　文書編集の活用(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(1)：罫線+情報セキュリティの基礎知識
など
第７回　文書編集の活用(2)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(2)：長文作成機能＋ネット上の個人情報
、著作権など
第８回　文書作成の実際(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(3)：レポートの作成＋SNSの利用など
第９回　文書作成の実際(2)：ビジネス文書およびポスターの作成
第10回　ここまでの要点整理と中間試験
第11回　プレゼンテーションソフトの基本操作(1)：スライドの作成・編集
第12回　プレゼンテーションソフトの基本操作(2)：プレゼンテーションの企画と実施(1)
第13回　プレゼンテーションの企画と実施(2)：マルチメディアファイル（画像、音声、動画）の扱い
第14回　プレゼンテーションの企画と実施(3)：発表会および相互評価
第15回　総括：講評および今後の学習に関して
定期試験は実施しない

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し、指定された期日
に提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は、練習ソフトでの自主
練習に取り組むこと。オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報リテラシー　Office2016　杉本くみ子他　実教出版　2016年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI102＞情報基礎演習【経Ｂ】科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

　パソコンに関する基礎知識やファイルの保存・整理などの基本操作、学業に必要なレポートの作成法、
就職活動や社会に出てからも必要となるさまざまなビジネス文書作成、ポスターなどの表現技能について
学ぶ。インターネットの仕組み、メールやWebなどのネットの活用法、さらに、ネット社会を適切に生き
るためのセキュリティ技術やモラル・マナー、トラブル対処などについても学習していく。そして、さま
ざまな発表会やビジネスの場で広く利用されているPowerPointによるスライド作成の基本技能も学ぶ。

　学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成
に関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。

高等学校教諭一種免許状（情報）および高等学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目。

【授業の紹介】

(1)学業を深め、レポートや卒業論文等を仕上げるのに必要な文書作成および情報検索を円滑に実施でき
る。
(2)学業や社会生活において効率よく情報検索や情報発信するための知識・技能、マナーやセキュリティ
の重要性を理解することができる。
(3)将来、社会人としてビジネスや教職などの就業に必要最低限の情報技術と問題解決力を身に付けるこ
とができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション+パソコンの基本操作（１）パソコンおよび周辺機器の構成
第２回　パソコンの基本操作（2）コンピュータにおける情報処理の特性
第３回　ファイルの保存と整理
第４回　文書作成の基本(1)＋Webとメールの基本操作(1)：ワープロソフトの特徴と基本機能
第５回　文書作成の基本(2)＋Webとメールの基本操作(2)：ページレイアウトの設定、文書入力、フォン
トの書式変更など　
第６回　文書編集の活用(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(1)：罫線+情報セキュリティの基礎知識
など
第７回　文書編集の活用(2)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(2)：長文作成機能＋ネット上の個人情報
、著作権など
第８回　文書作成の実際(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(3)：レポートの作成＋SNSの利用など
第９回　文書作成の実際(2)：ビジネス文書およびポスターの作成
第10回　ここまでの要点整理と中間試験
第11回　プレゼンテーションソフトの基本操作(1)：スライドの作成・編集
第12回　プレゼンテーションソフトの基本操作(2)：プレゼンテーションの企画と実施(1)
第13回　プレゼンテーションの企画と実施(2)：マルチメディアファイル（画像、音声、動画）の扱い
第14回　プレゼンテーションの企画と実施(3)：発表会および相互評価
第15回　総括：講評および今後の学習に関して
定期試験は実施しない

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し、指定された期日
に提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は、練習ソフトでの自主
練習に取り組むこと。オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報リテラシー　Office2016　杉本くみ子他　実教出版　2016年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI102＞情報基礎演習【経Ｃ】科目名：
山村　孝子(YAMAMURA　Takako)担当教員：

　パソコンに関する基礎知識やファイルの保存・整理などの基本操作、学業に必要なレポートの作成法、
就職活動や社会に出てからも必要となるさまざまなビジネス文書作成、ポスターなどの表現技能について
学ぶ。インターネットの仕組み、メールやWebなどのネットの活用法、さらに、ネット社会を適切に生き
るためのセキュリティ技術やモラル・マナー、トラブル対処などについても学習していく。そして、さま
ざまな発表会やビジネスの場で広く利用されているPowerPointによるスライド作成の基本技能も学ぶ。

　学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成
に関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。

高等学校教諭一種免許状（情報）および高等学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目。

【授業の紹介】

(1)学業を深め、レポートや卒業論文等を仕上げるのに必要な文書作成および情報検索を円滑に実施でき
る。
(2)学業や社会生活において効率よく情報検索や情報発信するための知識・技能、マナーやセキュリティ
の重要性を理解することができる。
(3)将来、社会人としてビジネスや教職などの就業に必要最低限の情報技術と問題解決力を身に付けるこ
とができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション+パソコンの基本操作（１）パソコンおよび周辺機器の構成
第２回　パソコンの基本操作（2）コンピュータにおける情報処理の特性
第３回　ファイルの保存と整理
第４回　文書作成の基本(1)＋Webとメールの基本操作(1)：ワープロソフトの特徴と基本機能
第５回　文書作成の基本(2)＋Webとメールの基本操作(2)：ページレイアウトの設定、文書入力、フォン
トの書式変更など　
第６回　文書編集の活用(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(1)：罫線+情報セキュリティの基礎知識
など
第７回　文書編集の活用(2)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(2)：長文作成機能＋ネット上の個人情報
、著作権など
第８回　文書作成の実際(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(3)：レポートの作成＋SNSの利用など
第９回　文書作成の実際(2)：ビジネス文書およびポスターの作成
第10回　ここまでの要点整理と中間試験
第11回　プレゼンテーションソフトの基本操作(1)：スライドの作成・編集
第12回　プレゼンテーションソフトの基本操作(2)：プレゼンテーションの企画と実施(1)
第13回　プレゼンテーションの企画と実施(2)：マルチメディアファイル（画像、音声、動画）の扱い
第14回　プレゼンテーションの企画と実施(3)：発表会および相互評価
第15回　総括：講評および今後の学習に関して
定期試験は実施しない

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し、指定された期日
に提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は、練習ソフトでの自主
練習に取り組むこと。オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報リテラシー　Office2016　杉本くみ子他　実教出版　2016年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI102＞情報基礎演習【経Ｄ】科目名：
松田　圭司(MATSUDA Keishi)担当教員：

　パソコンに関する基礎知識やファイルの保存・整理などの基本操作、学業に必要なレポートの作成法、
就職活動や社会に出てからも必要となるさまざまなビジネス文書作成、ポスターなどの表現技能について
学ぶ。インターネットの仕組み、メールやWebなどのネットの活用法、さらに、ネット社会を適切に生き
るためのセキュリティ技術やモラル・マナー、トラブル対処などについても学習していく。そして、さま
ざまな発表会やビジネスの場で広く利用されているPowerPointによるスライド作成の基本技能も学ぶ。

　学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成
に関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。

高等学校教諭一種免許状（情報）および高等学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目。

【授業の紹介】

(1)学業を深め、レポートや卒業論文等を仕上げるのに必要な文書作成および情報検索を円滑に実施でき
る。
(2)学業や社会生活において効率よく情報検索や情報発信するための知識・技能、マナーやセキュリティ
の重要性を理解することができる。
(3)将来、社会人としてビジネスや教職などの就業に必要最低限の情報技術と問題解決力を身に付けるこ
とができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション+パソコンの基本操作（１）パソコンおよび周辺機器の構成
第２回　パソコンの基本操作（2）コンピュータにおける情報処理の特性
第３回　ファイルの保存と整理
第４回　文書作成の基本(1)＋Webとメールの基本操作(1)：ワープロソフトの特徴と基本機能
第５回　文書作成の基本(2)＋Webとメールの基本操作(2)：ページレイアウトの設定、文書入力、フォン
トの書式変更など　
第６回　文書編集の活用(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(1)：罫線+情報セキュリティの基礎知識
など
第７回　文書編集の活用(2)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(2)：長文作成機能＋ネット上の個人情報
、著作権など
第８回　文書作成の実際(1)＋ネット社会の倫理とセキュリティ(3)：レポートの作成＋SNSの利用など
第９回　文書作成の実際(2)：ビジネス文書およびポスターの作成
第10回　ここまでの要点整理と中間試験
第11回　プレゼンテーションソフトの基本操作(1)：スライドの作成・編集
第12回　プレゼンテーションソフトの基本操作(2)：プレゼンテーションの企画と実施(1)
第13回　プレゼンテーションの企画と実施(2)：マルチメディアファイル（画像、音声、動画）の扱い
第14回　プレゼンテーションの企画と実施(3)：発表会および相互評価
第15回　総括：講評および今後の学習に関して
定期試験は実施しない

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し、指定された期日
に提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は、練習ソフトでの自主
練習に取り組むこと。オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報リテラシー　Office2016　杉本くみ子他　実教出版　2016年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI103＞情報応用演習【経Ａ】科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　情報関連の知識・技術の基礎（「情報基礎演習」）をすでに学んだ人を対象に、主にExcelによる表計
算を用いた情報の利活用の実際について学ぶ。アンケート調査などで取得した多量のデータを分析し、利
用するためには、その前提として様々なデータを取り扱うための基礎知識を学習する必要がある。さらに
、様々な種類のデータに対する適切なデータ処理とデータの提示方法を学習し、その練習を繰り返し実施
する。そして、数理・データサイエンスに関する基礎知識についても学習する。

学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成に
関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部が
示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。
数理データサイエンスAI教育プログラムの科目です。また、高等学校教諭一種免許状（情報）および高等
学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)Excelの操作画面の名称と機能を説明できる。
(2)Excelによる表・グラフの作成、データベースの基本操作を円滑に実行できる。
(3)日常のさまざまな課題解決に情報技術を活用できる見方・考え方を身に付けることができる。
(4)数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

第１回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（１）身近な数理・データサイエンスの紹介・データ
・AI利活用における留意事項
第２回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（２）表計算ソフトを利用したデータ処理・データを
守る上での留意事項
第３回　テーブルと条件付き書式
第４回　グラフの利用
第５回　基本的な関数
第６回　順位と条件の判定、検索
第７回　ここまでの要点整理と中間試験
第８回　データベース関数
第９回　SUMIF関数、配列数式
第10回　フィルタとデータ抽出
第11回　クロス集計とピポットテーブル
第12回　論理演算、真理値表
第13回　条件の組み合わせに関する基本法則
第14回　様々な条件の組み合わせを考えてみる
第15回　総括：講評および今後の学習に関して　
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日に
提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は練習ソフトでの自主練習
に取り組むこと。　オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報活用　Excel2016/2013　飯田慈子他　実教出版 2017年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI103＞情報応用演習【経Ｂ】科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

　情報関連の知識・技術の基礎（「情報基礎演習」）をすでに学んだ人を対象に、主にExcelによる表計
算を用いた情報の利活用の実際について学ぶ。アンケート調査などで取得した多量のデータを分析し、利
用するためには、その前提として様々なデータを取り扱うための基礎知識を学習する必要がある。さらに
、様々な種類のデータに対する適切なデータ処理とデータの提示方法を学習し、その練習を繰り返し実施
する。そして、数理・データサイエンスに関する基礎知識についても学習する。

学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成に
関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部が
示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。
数理データサイエンスAI教育プログラムの科目です。また、高等学校教諭一種免許状（情報）および高等
学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)Excelの操作画面の名称と機能を説明できる。
(2)Excelによる表・グラフの作成、データベースの基本操作を円滑に実行できる。
(3)日常のさまざまな課題解決に情報技術を活用できる見方・考え方を身に付けることができる。
(4)数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

第１回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（１）身近な数理・データサイエンスの紹介・データ
・AI利活用における留意事項
第２回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（２）表計算ソフトを利用したデータ処理・データを
守る上での留意事項
第３回　テーブルと条件付き書式
第４回　グラフの利用
第５回　基本的な関数
第６回　順位と条件の判定、検索
第７回　ここまでの要点整理と中間試験
第８回　データベース関数
第９回　SUMIF関数、配列数式
第10回　フィルタとデータ抽出
第11回　クロス集計とピポットテーブル
第12回　論理演算、真理値表
第13回　条件の組み合わせに関する基本法則
第14回　様々な条件の組み合わせを考えてみる
第15回　総括：講評および今後の学習に関して　
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日に
提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は練習ソフトでの自主練習
に取り組むこと。　オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報活用　Excel2016/2013　飯田慈子他　実教出版 2017年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI103＞情報応用演習【経Ｃ】科目名：
山村　孝子(YAMAMURA　Takako)担当教員：

　情報関連の知識・技術の基礎（「情報基礎演習」）をすでに学んだ人を対象に、主にExcelによる表計
算を用いた情報の利活用の実際について学ぶ。アンケート調査などで取得した多量のデータを分析し、利
用するためには、その前提として様々なデータを取り扱うための基礎知識を学習する必要がある。さらに
、様々な種類のデータに対する適切なデータ処理とデータの提示方法を学習し、その練習を繰り返し実施
する。そして、数理・データサイエンスに関する基礎知識についても学習する。

学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成に
関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部が
示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。
数理データサイエンスAI教育プログラムの科目です。また、高等学校教諭一種免許状（情報）および高等
学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)Excelの操作画面の名称と機能を説明できる。
(2)Excelによる表・グラフの作成、データベースの基本操作を円滑に実行できる。
(3)日常のさまざまな課題解決に情報技術を活用できる見方・考え方を身に付けることができる。
(4)数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

第１回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（１）身近な数理・データサイエンスの紹介・データ
・AI利活用における留意事項
第２回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（２）表計算ソフトを利用したデータ処理・データを
守る上での留意事項
第３回　テーブルと条件付き書式
第４回　グラフの利用
第５回　基本的な関数
第６回　順位と条件の判定、検索
第７回　ここまでの要点整理と中間試験
第８回　データベース関数
第９回　SUMIF関数、配列数式
第10回　フィルタとデータ抽出
第11回　クロス集計とピポットテーブル
第12回　論理演算、真理値表
第13回　条件の組み合わせに関する基本法則
第14回　様々な条件の組み合わせを考えてみる
第15回　総括：講評および今後の学習に関して　
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日に
提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は練習ソフトでの自主練習
に取り組むこと。　オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報活用　Excel2016/2013　飯田慈子他　実教出版 2017年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UDI103＞情報応用演習【経Ｄ】科目名：
松田　圭司(MATSUDA Keishi)担当教員：

　情報関連の知識・技術の基礎（「情報基礎演習」）をすでに学んだ人を対象に、主にExcelによる表計
算を用いた情報の利活用の実際について学ぶ。アンケート調査などで取得した多量のデータを分析し、利
用するためには、その前提として様々なデータを取り扱うための基礎知識を学習する必要がある。さらに
、様々な種類のデータに対する適切なデータ処理とデータの提示方法を学習し、その練習を繰り返し実施
する。そして、数理・データサイエンスに関する基礎知識についても学習する。

学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成に
関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」および「③学部が
示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連している。
数理データサイエンスAI教育プログラムの科目です。また、高等学校教諭一種免許状（情報）および高等
学校教諭一種免許状（商業）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)Excelの操作画面の名称と機能を説明できる。
(2)Excelによる表・グラフの作成、データベースの基本操作を円滑に実行できる。
(3)日常のさまざまな課題解決に情報技術を活用できる見方・考え方を身に付けることができる。
(4)数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

第１回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（１）身近な数理・データサイエンスの紹介・データ
・AI利活用における留意事項
第２回　数理・データサイエンスに関する基礎知識（２）表計算ソフトを利用したデータ処理・データを
守る上での留意事項
第３回　テーブルと条件付き書式
第４回　グラフの利用
第５回　基本的な関数
第６回　順位と条件の判定、検索
第７回　ここまでの要点整理と中間試験
第８回　データベース関数
第９回　SUMIF関数、配列数式
第10回　フィルタとデータ抽出
第11回　クロス集計とピポットテーブル
第12回　論理演算、真理値表
第13回　条件の組み合わせに関する基本法則
第14回　様々な条件の組み合わせを考えてみる
第15回　総括：講評および今後の学習に関して　
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（60
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日に
提出する（60分）。また、タッチタイピングの速度が遅いと自覚している場合は練習ソフトでの自主練習
に取り組むこと。　オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内課題（30％）、中間試験（30％）、最終課題（40％）の総合評価で行なう。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。最終課題のフィードバックを希望する場合は、研究室まで
来ること。

【成績の評価】

30時間アカデミック　情報活用　Excel2016/2013　飯田慈子他　実教出版 2017年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜UCE101＞英語Ⅰ【経あ】科目名：
バテン，ポール(BATTEN, Paul)担当教員：

　本授業では、基礎的な英語文法の定着を図るとともに、グローバル人材に求められるコミュニケーショ
ンスキルの育成を重点的に行います。身近で実用的なトピックを扱いながら、読む・聞く・書く・話すと
いう英語の総合的な運用能力を習得し、社会人としての幅広い教養を身に付け、豊かな人間性の向上を目
指します。
　また、さらなるリスニング能力の定着に向けて、ディクテーション活動を適宜取り入れます。和訳の練
習も行います。　
　毎回、十分に予習・復習を行った上で授業に臨んで下さい。
　なお、この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．
課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力
」の育成に関わっています。また、学修成果「①豊かな人間性や主体的に生きる力」「②課題に気づいて
解決する力や社会に貢献できる力」「③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連していま
す。

【授業の紹介】

１．英語を用いて、積極的にコミュニケーションを図ることができる。
２．英文法の基礎を理解することができる。
３．英語語彙および表現を練習し、使うことができる。
４．異文化に対する知識や理解を深めることができる。

【到達目標】

第１回　Introduction and course outline
第２回　Unit  1  May I help you?　
第３回   初対面の人と会話を続け表現
第４回   Unit  2  What do you do on the weekend?
第５回   ポジティブ・ネガティブな意見を述べる時の表現
第６回　Unit  3  That sounds interesting!
第７回   体調を伝える時の表現
第８回　Unit  4  I'm not feeling well.
第９回   注意する時の表現
第10回　Unit  5  You shouldｎ't step there!
第11回    提案する時の表現
第12回    Unit  6  Why don't we buy potatoes?
第13回    スケジュールを調整する時の表現
第14回    Unit  7  Would 5:00 p. m. be convenient for you?
第15回　  依頼を断る時の表現
定期試験

【授業計画】

授業時間外の学習として、以下の点を徹底してください。
①小テストに向けての復習
②授業への十分な予習
毎時間、次時に学習する予定のユニットの予習をしてくること。事前に１時間合わせて出てくる新出単語
・表現を調べて、ノートに書いてくること。復習は毎回２時間程度しておくこと。

【授業時間外の学習】

小テスト（30％）、定期試験（30％）、授業中の各活動（40％）
フィードバック方法：授業中に行います。
小テストはその都度解答・解説を行う。

【成績の評価】

柴田真一、神藤理恵、Lindsay Wells 著
『MUST-HAVE English Skills for Global Communication』（金星堂　2018年）

【使用テキスト】

オンライン英和辞典等を必ず準備してください。
【参考文献】



＜UCE101＞英語Ⅰ【経い】科目名：
藤井　昭洋(FUJII　Akihiro)担当教員：

　皆さんの中には、過去に英語を学んできた過程の中で、英語が嫌いではないにもかかわらず伸び悩んで
いたり、また英語に初めて出会ったときのつまずきが原因で英語アレルギーになったりという経験を持っ
ている人がいるのではないでしょうか。この授業は、そのような思いをしている人が無理なく英語を復習
しながら、バランスのとれた４技能を習得し、さらに実用英語技能検定試験やＴＯＥＩＣ受験のための基
礎を築いていくためのものです。
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「
２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的
能力」の修得をめざします。
また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力、②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる
力、③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力』に関連しています。

【授業の紹介】

バランスの取れた英語力の習得のためには、当然のことながら文法・語法の理解は不可欠です。この授業
で目指すものは、以下の三つです。
①基礎的な文法を確実に理解できる。
②まとまった長さの英文を読み、理解することができる。
③実用英語検定試験３級程度の英文を聞き、理解することができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション・英語のbe動詞
第２回  現在形
第３回  過去形
第４回  代名詞
第５回　前置詞
第６回　進行形
第７回　名詞と冠詞
第８回　助動詞
第９回  提案と命令　　
第10回  未来形
第11回　疑問文と付加疑問文
第12回  形容詞
第13回  比較 (1)
第14回　比較 (2）　
第15回  副詞
定期試験

【授業計画】

授業時間外の学習として、次のことに注意して下さい。
1．毎時間初めに行なう小テストのために前回の授業内容を復習すること。（１５分）
2．宿題として課された提出物の準備をすること。（１５分）
3．次回の授業の予習をすること。（３０分）

【授業時間外の学習】

小テスト(40 %)、宿題(10 %)および 定期試験(50 %)の結果を総合的に判断して行ないます。小テストは
直後に解答を解説し、また提出物は評価したものを,その後の授業時に返却し、解説します。

【成績の評価】

A. Bennet & T.Komiya,　Grammar Plus (「グラマー・プラス」) (南雲堂)
【使用テキスト】

オリエンテーションの時、指示します。
【参考文献】



＜UCE101＞英語Ⅰ【経う】科目名：
ウィリアムズ　R.T.(WILLIAMS　R.T.)担当教員：

This is an introductory course in English.  We will focus on listening speaking mainly, but we
will also cover reading and writing.  The course is a practical course, and students will be
expected to use English in every class.  We will follow the outline of the textbook. students
will learn to express themselves in English.  The class will utilize an active learning model
of teaching.  According to the diploma policy of Takamatsu University, students will be able
to develop a keen understanding of the global society and will be able commit themselves to
become contributing members of the local community.

【授業の紹介】

1. Students will study basic communicative skills associated with English as a Foreign
Language.
2. Students will learn how to express themselves and their opinions in English
3. Students will study about cultural aspects as they relate to a foreign language a global
affairs.
4. Students will given every opportunity to practice living in English with their native
English instructor.

【到達目標】

第１回　Explanation of course; Instructor introduction。
第２回　Unit 1 Introductions
第３回　Unit 1 Talking about yourself
第４回　Unit 1 Occupations; in class speaking quiz
第５回　Home Study.  Review of Unit 1 from the back of the textbook.
第６回　Unit 2 Asking information
第７回　Unit 2 Future plans; in class speaking quiz
第８回　Home study. What do you want to do in the future and where do you want to live?
第９回　Unit 3 Talking about "these" and "those"
第10回　Unit 3 Shopping English
第11回　Unit 3 Comparing items; in class speaking quiz
第12回　Unit 4 Talking about genres of music/movies/TV
第13回　Home Study: Practice the present continuous tense (print provided by the instructor)
第14回　Unit 4 Inviting people do things
第15回　test review
Final exam

【授業計画】

Students will be be given homework to prepare for the next week's lesson.  This will require a
total of 15 hours outside of class time to complete.  Their work will be used for evaluation
purposes at the beginning of the next class.

【授業時間外の学習】

Students will get 30% of the points for their grade from participation in the class. The
remainder of the 70% will come from a comprehensive final examination.
Students'homework will be evaluated in the Final class at test review. Students will be given
a basic evaluation after they hand in their final exam, and those who require a more detailed
explanation will be called to or can visit the instructor as needed.

【成績の評価】

Interchange Fifth Edition Level 1 Student Book A
Author: Jack C. Richards
Publisher: Cambridge University Press

【使用テキスト】

Not applicable
【参考文献】



＜UCE102＞英語Ⅱ【経あ】科目名：
バテン，ポール(BATTEN, Paul)担当教員：

　英語Ⅰに継続し、本授業では基礎的な英語文法の定着を図るとともに、グローバル人材に求められるコ
ミュニケーションスキルの育成を重点的に行います。身近で実用的なトピックを扱いながら、読む・聞く
・書く・話すという英語の総合的な運用能力を習得し、社会人としての幅広い教養を身に付け、豊かな人
間性の向上を目指します。
　また、さらなるリスニング能力の定着に向けてディクテーション活動を適宜取り入れます。
　毎回、十分に予習・復習を行った上で授業に臨んでください。
　なお、この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．
課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力
」の育成に関わっています。また、学修成果「①豊かな人間性や主体的に生きる力」「②課題に気づいて
解決する力や社会に貢献できる力」「③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力」に関連していま
す。

【授業の紹介】

１．英語を用いて、積極的にコミュニケーションを図ることができる。
２．英文法の基礎を理解することができる。
３．異文化に対する知識や理解を深めることができる。
４．仕事で使う数字、金額、などを正しく書くことということができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション、Unit  8 - I'll have to pass
第２回　Dealing with Diet Restrictionsについて
第３回   Unit  9  - I have an idea
第４回   The importance of being proactiveについて
第５回    Unit 10  - Could you do me a favor?
第６回    Two ways to ask: Directly or indirectlyについて
第７回    Unit 11  -  I think you could explain this more
第８回　Giving and accepting criticism in an effective wayについて
第９回    Unit 12 -  I don't get what you mean
第10回　 But I still don't understandについて
第11回    Unit 13  - I'm so sorry to hear that
第12回    Being a good winner ... or loserについて
第13回   Unit 14  - That's not what I meant
第14回    What should I give them?について
第15回　Unit 15 - Let's keep in touch

【授業計画】

授業時間外の学習として、以下の点を徹底してください。
①小テストに向けての復習
②授業への十分な予習
毎時間、次時に学習する予定のユニットの予習をしてくること。事前に１時間合わせて出てくる新出単語
・表現を調べて、ノートに書いてくること。復習は毎回２時間程度しておくこと。

【授業時間外の学習】

小テスト（30％）、定期試験（30％）、授業中の各活動（40％）
フィードバック方法：授業中に行います。
小テストはその都度解答・解説を行う。

【成績の評価】

柴田　真一、神藤　理恵、Lindsay Wells 著
『MUST-HAVE English Skills for Global Communication』（金星堂　2018年）

【使用テキスト】

英和辞典を必ず準備してください（電子辞書可）。
【参考文献】



＜UCE102＞英語Ⅱ【経い】科目名：
藤井　昭洋(FUJII　Akihiro)担当教員：

英語Ⅰに引き続き、この授業では文法力のさらなる定着を図るとともに、身近な話題を扱いながら、英語
の4技能の運用能力を高め、将来社会人として最低限必要な英語力の涵養に努めます。また、実用英語技
能検定試験やTOEICの問題にあたりながら、英語による問題解決力の向上をもめざします。
なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．
課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力
」の修得をめざします。
また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力、②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる
力、③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力』に関連しています。

【授業の紹介】

1．基本的な英文法を理解し、使うことができる。
2．平易な英文の読解ができる。
3．日常的な英文を聞いて、概要をつかむことができる。
4．英検準2級に出題された問題の8割は解くことができる。

【到達目標】

第１回  オリエンテーション・前期の復習　
第２回  不定詞（１）（基本）
第３回  不定詞（２）（発展）
第４回　動名詞
第５回  分詞
第６回  接続詞
第７回  受動態（１）（基本）
第８回  受動態（２）（発展）
第９回  関係代名詞（１）（基本）
第10回  関係代名詞（２）（発展）
第11回  節
第12回  熟語の整理
第13回  仮定法
第14回  現在完了形
第15回　英語の重要構文
定期試験

【授業計画】

授業時間外の学習として、次のことに注意して下さい。
１．毎時間初めに行なう小テストのために前回の授業内容を復習すること。（１５分）
２．提出物の準備をすること。（１５分）
３．次回の授業の予習をすること。（３０分）

【授業時間外の学習】

前期と同様に、小テスト(40 %)、宿題(10 %)および 定期試験(50 %)の結果を総合的に判断して行ないま
す。小テストは直後に解答を解説し、また提出物があれば評価したものを次の授業時に返却し、解説しま
す。

【成績の評価】

前期の進度により、後期に使用するテキストは，前期の最後に指示します。
【使用テキスト】

オリエンテーションの時、指示します。
【参考文献】



＜UCE102＞英語Ⅱ【経う】科目名：
ウィリアムズ　R.T.(WILLIAMS　R.T.)担当教員：

This is an introductory course in English.  We will focus on listening speaking mainly, but we
will also cover reading and writing.  The course is a practical course, and students will be
expected to use English in every class.  We will follow the outline of the textbook. students
will learn to express themselves in English.  The class will utilize an active learning model
of teaching.  According to the diploma policy of Takamatsu University, students will be able
to develop a keen understanding of the global society and will be able commit themselves to
become contributing members of the local community.

【授業の紹介】

1. Students will study basic communicative skills associated with English as a Foreign
Language.
2. Students will learn how to express themselves and their opinions in English
3. Students will study about cultural aspects as they relate to a foreign language a global
affairs.
4. Students will given every opportunity to practice living in English with their native
English instructor.

【到達目標】

第１回　HOME STUDY:　Print from textbook workbook (will send by email).
第２回　HOME STUDY:　Print from textbook workbook (will send by email).
第３回　Unit 5 Relationships
第４回　Unit 5 Daily life; conversation quiz
第５回　Unit 6 Exercising
第６回　Unit 6 Doing things
第７回　Unit 6 Hou much,How often,How well; conversation quiz
第８回　Mid-term review（第１回～第７回までの復習）
第９回　Unit 7 Free time
第10回　Unit 7 At home
第11回　Unit 7 Sightseeing; conversation quiz
第12回　Unit 8 Talking about your neighborhood
第13回　Unit 8 The basic names of shops and offices
第14回　Unit 8 Write a 1/2 ̃1 page self-introduction in English
第15回　Complete the online test and send by email.
Final exam

【授業計画】

Students will be be given homework to prepare for the next week's lesson.  This will require a
total of 15 hours outside of class time to complete.  Their work will be used for evaluation
purposes at the beginning of the next class.

【授業時間外の学習】

Students will get 30% of the points for their grade from participation in the class. The
remainder of the 70% will come from a comprehensive final examination.
Students'homework will be evaluated in the Final class at test review. Students will be given
a basic evaluation after they hand in their final exam, and those who require a more detailed
explanation will be called to or can visit the instructor as needed.

【成績の評価】

Interchange Fifth Edition Level 1 Student Book A
Author: Jack C. Richards
Publisher: Cambridge University Press

【使用テキスト】

Not applicable
【参考文献】



＜UCF101＞フランス語Ⅰ科目名：
エラリー　ジャンクリストフ(Jean-Christophe Helary)担当教員：

「フランス語が難しければ、フランス人でも話せません！」という出発点から始まります。赤ちゃんは周
りの音から少しずつ意味が取れるようになり、自分から表現できるようになります。このフランス語Ⅰに
参加される皆さんは赤ちゃんではありませんが、同じやり方で少しずつフランス語を自分のものにしてい
きます。ポイントは実際に話される内容を生かせることです。つまり、テキストの登場人物がやっている
ことを学んでいくのではなく、自分について、自分がやっていることについて、自分がやりたいことにつ
いて、そしてそれぞれについて仲間に尋ねる、という覚え方です。

１５回の授業を２つのプロジェクトに分けます。それをさらに３つのテーマに分けて、各テーマに対して
２つの授業をします。1つ目の授業は先生の話しているモデルに従った簡単な会話が中心になり（話す力
）、そして、その会話について簡単な文書を読みます（読む力）。２つ目の授業は身についた内容につい
て簡単な作文をし（書く力）、それを発表して、会話に戻します（一つの「聞く、話す、読む、書く」循
環が完成できました）。テーマを通じて、語彙や使える表現が少しずつ増やしていきます。
プロジェクトごとにまとめ（復習）の授業があります。最後の授業は次のステップにつなげる内容を導入
します。
この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．課題に気
づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力」の育成
に関わっています。
また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力』『②課題に気づいて解決する力や社会に貢献でき
る力』『③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力』に関連しています。

【授業の紹介】

１．実際の状況に応じて、コミュニケーションを図ることができる。
２．総合的なフランス語能力を身につけるため、「聞く、話す、読む、書く」の循環を展開できる。

【到達目標】

第１回　（初級）自分について、話す（読む）
第２回　（初級）自分について、書く（発表）
第３回　（初級）家族、親戚について、話す（読む）
第４回　（初級）家族、親戚について、書く（発表）
第５回　（初級）友達、先生、バイト先の仲間について、話す（読む）
第６回　（初級）友達、先生、バイト先の仲間について、書く（発表）
第７回　（初級）テーマの復習
第８回　（中級）自分について、話す（読む）
第９回　（中級）自分について、書く（発表）
第10回　（中級）家族、親戚について、話す（読む）
第11回　（中級）家族、親戚について、書く（発表）
第12回　（中級）友達、先生、バイト先の仲間について、話す（読む）
第13回　（中級）友達、先生、バイト先の仲間について、書く（発表）
第14回　（中級）テーマの復習
第15回　（初級）日常生活について、話す（読む）
定期試験は実施しない。

【授業計画】

授業中の録音は可能なので、それを使って、音を忘れないように聞くことができます。スマホを使ってフ
ランス語関連のサイトやアプリ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や、フランスやフランス語につい
て調べたり、それについて先生にメールで尋ねれば必ず返事がきます。（必要な時間は１日１５分程度）

【授業時間外の学習】

授業中の積極的な参加の評価　　　　８０％
テーマの復習　　　　　　　　　　　２０％　　　総合合格点は６０点以上です。
授業時間内に随時コメントを行うことでフィードバックを行います。

【成績の評価】

必要な場合はプリント
【使用テキスト】

https://ja.wikipedia.org/wiki/神経言語学的アプローチ
【参考文献】



＜UCF102＞フランス語Ⅱ科目名：
エラリー　ジャンクリストフ(Jean-Christophe Helary)担当教員：

フランス語Ⅰを参照。
フランス語Ⅱは、同じ方法で、別のプロジェクトを通じてフランス語能力を高めていきます。フランス語
検定５級を受けたい生徒に対して独学で受けられるようにヒントを提示します。

この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．課題に気
づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力」の育成
に関わっています。
また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力』『②課題に気づいて解決する力や社会に貢献でき
る力』『③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力』に関連しています。

【授業の紹介】

１．実際の状況に応じて、コミュニケーションを図ることができる。
２．総合的なフランス語能力を身につけるため、「聞く、話す、読む、書く」の循環を展開できる。
３．独学でフランス語検定５級を受けられる力を身につけることができる。

【到達目標】

第１回　（初級）日常生活について、話す（読む）
第２回　（初級）日常生活について、書く（発表）
第３回　（中級１）日常生活について、話す（読む）
第４回　（中級１）日常生活について、書く（発表）
第５回　（中級２）日常生活について、話す（読む）
第６回　（中級２）日常生活について、書く（発表）
第７回　テーマの復習
第８回　（初級）最近あったことについて、話す（読む）
第９回　（初級）最近あったことについて、書く（発表）
第10回　（初級）これからあることについて、話す（読む）
第11回　（初級）これからあることについて、書く（発表）
第12回　（中級）最近あったこと、これからあることについて、話す（読む）
第13回　（中級）最近あったこと、これからあることについて、書く（発表）
第14回　テーマの復習
第15回　（初級）自分の好みとその理由について、話す（読む）
定期試験は実施しない。

【授業計画】

授業中の録音は可能なので、それを使って、音を忘れないように聞くことができます。スマホを使ってフ
ランス語関連のサイトやアプリ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や、フランスやフランス語につい
て調べたり、それについて先生にメールで尋ねれば必ず返事がきます。（必要な時間は１日１５分程度）

【授業時間外の学習】

授業中の積極的な参加の評価　　　　８０％
テーマの復習　　　　　　　　　　　２０％　　　総合合格点は６０点以上です。
授業時間内に随時コメントを行うことでフィードバックを行います。

【成績の評価】

必要な場合はプリント
【使用テキスト】

https://ja.wikipedia.org/wiki/神経言語学的アプローチ
【参考文献】



＜UCC101＞中国語Ⅰ科目名：
李　佳坤(Li  JiaKun)担当教員：

この授業では、中国語を話し読むための発音記号（ピンイン）や中国語の基本文型を学習し、そのうえ、
漢字を読み、単語を覚え、簡単な会話や挨拶を練習していきます。発音の練習は通信媒体の機能を利用し
て楽しく学習していきます。また、中国社会や中国文化についても紹介し、グローバルな思考を養います
。
 また、上記で述べた講義内容を理解することで、この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．
豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」の育成に関わっています。また、学修成果「①豊かな人間性
や主体的に生きる力」「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「③学部が示す専門的知識
や技能および実践的能力」に関連しています。

【授業の紹介】

１．中国語の発音記号（ピンイン）を学習することによって中国語の漢字をすべて読むことができる。
２．中国語での挨拶や簡単な会話ができるようになる。
３．中国語基本文型の構造が理解できる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーションと単母音
第２回　子音ｂｐｍｆ、ｄｔｎｌと複合母音　
第３回　子音ｇｋｈ、ｊｑｘと複合母音　
第４回　子音、鼻音　
第５回　ピンインの小テスト　　
第６回　名前の言い方
第７回　簡単な挨拶　　　　
第８回　「是」の使い方　　　
第９回　形容詞述語文　　　
第10回　中間テスト（ピンイン・自己紹介・形容詞述語の習得程度を考査する）　　　　
第11回　「的」の使い方・指示代名詞　　
第12回　動詞述語
第13回　疑問文のタイプ　　　　　
第14回　数字の言い方
第15回　お金の言い方
定期試験

【授業計画】

予習：次回の授業内容の新しい単語等を辞書やインタネットで調べ、ノートにまとめること。（２時間）
復習：毎回の授業内容をノートに書かせたり、文型に従って作文をさせたり、配ったワークシートを完成
させたりして復習し、指定時間にチェックすること。（２時間）

【授業時間外の学習】

授業中の各活動（10％）、授業時間外の学習ための問題（10％）、中間テスト（30％）、期末テスト
（５０％）
作文や小テストについては、その都度、結果を授業時に講評し、フィードバックを行う。

【成績の評価】

塚本慶一監修　劉頴著　新版「１年生のコミュニケーション中国語」(白水社)
【使用テキスト】

『中日・日中辞典』
自編教材『ピンイン書き込み練習帳』

【参考文献】



＜UCC102＞中国語Ⅱ科目名：
李　佳坤(Li  JiaKun)担当教員：

 この授業では、中国語Ⅰを学習した学生を対象にさらに語彙を増やし、基本文型を学習し、それを使っ
て会話をしたり、中国語の文章を読んだり、書いたりします。
 また、上記で述べた講義内容を理解することで、この授業科目は、卒業認定・学位授与の方針の「１．
豊かな人間性や主体的に生きる力」「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「３．学部
が示す専門的知識や技能および実践的能力」の育成に関わっています。また、学修成果「①豊かな人間性
や主体的に生きる力」「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」「③学部が示す専門的知識
や技能および実践的能力」に関連しています。

【授業の紹介】

１．簡単な会話ができる。
２．簡単な中国語を読んだり、書くことができる。

【到達目標】

第１回　前置詞「在」の学習
第２回　時間名詞の学習時間量を表す語
第３回　過去形表現
第４回　「了」の述語後に置く場合の練習
第５回　選択疑問文
第６回　現在進行形
第７回　中間テスト（第１回から第6回までの内容）
第８回　助動詞「会」の使い方
第９回　助動詞「能」の使い方　　
第10回　助動詞「可以」
第11回　動詞の重ね型　　
第12回　「是…的」の使い方
第13回　過去の経験を表す表現
第14回　連動型
第15回　復習
定期試験　

【授業計画】

予習：次回の授業内容の新しい単語等を辞書やインタネットで調べ、ノートにまとめること。（２時間）
復習：毎回の授業内容をノートに書かせたり、文型に従って作文をさせたり、配ったワークシートを完成
させたりして復習し、指定時間にチェックすること。（２時間）

【授業時間外の学習】

小テスト（プリント）（２５％）、中間テスト（２５％）、期末テスト（５０％）
作文や小テストについては、その都度、結果を授業時に講評し、フィードバックを行う。

【成績の評価】

塚本慶一監修　劉頴著　新版「１年生のコミュニケーション中国語」(白水社)
【使用テキスト】

『中日・日中辞典』
李佳坤自作初級練習教材

【参考文献】



健康とスポーツ【経】科目名：
宮本　賢作(MIYAMOTO　Kensaku)担当教員：

成長期から成人期に移行するこの時期に，正しいヘルスリテラシーを身につけるとともに，今後起こりう
る健康問題について理解することで，その予防としての運動，食事，休養の重要性と，それをサポートす
る社会的なシステムについて理解する。またこれらを主体的かつ科学的に捉え，行動変容を意識した実践
力と，その基盤となるエビデンスに基づいた健康づくりについて考察する。
なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「１．豊かな人間性や主体的に生きる力」に関す
る知識、技法の修得をめざします。
また、学修成果「①豊かな人間性や主体的に生きる力」に関連しています。

【授業の紹介】

健康な生活を営む上で必要な基礎知識の理解を深めることができる。
ヒトの生涯のさまざまな場面で生じる疾病の予防および健康の維持と生体機能の関係について理解を深め
ることができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション・健康（及び疾病）の概念とヘルスプロモーション
第２回　健康を取り巻く環境についての理解
第３回　健康情報とヘルスリテラシー
第４回　幼少期～成長期の健康問題
第５回　成人期の健康問題
第６回　高齢期の健康問題
第７回　死生観と生命倫理
第８回　健康と運動・労働
第９回　健康と食事・栄養
第10回　健康と休養・睡眠
第11回　喫煙，飲酒，薬物乱用，メディアリテラシーと健康
第12回　運動の科学と健康
第13回　体力の評価と分析
第14回　エビデンスに基づいた医療と健康づくり&持続可能な健康づくり
第15回　まとめ（生涯にわたる健康増進とスポーツライフの継続を目指して）
定期試験

【授業計画】

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布します。レジュメをよく読み授業に主体的に取り組めるよう
準備して下さい（毎回2時間程度）。また授業で学習した知識を活用し健康や運動に関するレポート作成
や筆記試験を行います。授業で学んだ知識や技能が定着するよう復習を十分行って下さい（毎回2時間程
度）。

【授業時間外の学習】

成績の評価は学期末試験（６０％）、レポート・ミニテスト（３０％）、学習態度（１０％）によって行
い、総計６０％以上を合格とします。なお、レポートについては講評や添削を行い返却（フィードバック
）します。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

シンプル衛生公衆衛生学2022（南江堂）
これからの健康とスポーツの科学 第5版（講談社）

【参考文献】



＜UHH002＞健康とスポーツ実習【経Ａ】科目名：
花城　清紀(HANASHIRO　Kiyonori)担当教員：

　本授業では様々な競技スポーツを通して、基礎的な知識や技能、ルールや戦術を身に付けることを目的
としている。健康づくりや生きがいづくりの観点からもスポーツを捉えることができる態度を養うことや
、ディプロマ・ポリシーに記載のように、スポーツを通して様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々
と的確にコミュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することでスポーツに関わる諸問題
の解決に取り組んでいく。また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力、③学部が示す専門的知
識や技能および実践的能力』に関連している。

【授業の紹介】

　①様々な競技スポーツを通して基礎的な知識や技能、ルールや戦術を身に付けることができる。
　②アクティブラーニング（グループディスカッションやグループワーク）を通して、既存の知識を応用
し技能向上のための効果的な練習方法の発見や、新たな問題点の発見およびそれを解決する力を修得する
ことができる。

【到達目標】

　第１回　オリエンテーション
　第２回　ゴール型スポーツ①（バスケットボール：ルールの理解および基本技術）
　第３回　ゴール型スポーツ②（バスケットボール：シュート、2対2、ミニゲーム）
　第４回　ゴール型スポーツ③（バスケットボール：ゲーム）
　第５回　ゴール型スポーツ④（サッカー：ルールの理解および基本技術）
  第６回　ゴール型スポーツ⑤（サッカー：シュート、2対2、ミニゲーム）
　第７回　ゴール型スポーツ⑥（サッカー：ゲーム）
　第８回　ベースボール型スポーツ①（ソフトボール：ルールの理解および基本技術）
　第９回　ベースボール型スポーツ②（ソフトボール：キャッチボール、バッティング）
　第10回　ベースボール型スポーツ③（ソフトボール：ミニゲーム）
　第11回　ネット型スポーツ①（バレーボール：ルールの理解および基本技術）
　第12回　ネット型スポーツ②（バレーボール：レシーブ、トス、スパイク）
　第13回　ネット型スポーツ③（バレーボール：ゲーム）
　第14回　ネット型スポーツ④（バドミントン：ルールの理解、基本技術）
　第15回　ネット型スポーツ⑤（バドミントン：基本ストローク、ゲーム）
定期試験

【授業計画】

　授業時に指摘された問題点については、次の授業までに克服すること（30分）。また、問題点やその改
善方法などをノートにまとめ、技能の向上に役立てること。さらに、次回の授業内容（ルールや技能、戦
術）についての資料を配布するのでノートにまとめて（30分）授業にのぞむこと。

【授業時間外の学習】

　授業態度（40％）、レポート（20％）、定期試験（40％）で評価する。
　またレポートについては、その都度、結果を授業時に講評してフィードバックを行い、定期試験の結果
および内容については、オフィスアワーの際に解説を行う。

　※60点以上を合格とする。

【成績の評価】

　テキストは特に指示せず、適宜資料を配布する。
【使用テキスト】

　G.シュテーラー,I.コンツァック,H.デブラー著『ボールゲーム指導辞典』（大修館書店、1993年）
【参考文献】



＜UHH002＞健康とスポーツ実習【経Ｂ】科目名：
花城　清紀(HANASHIRO　Kiyonori)担当教員：

　本授業では様々な競技スポーツを通して、基礎的な知識や技能、ルールや戦術を身に付けることを目的
としている。健康づくりや生きがいづくりの観点からもスポーツを捉えることができる態度を養うことや
、ディプロマ・ポリシーに記載のように、スポーツを通して様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々
と的確にコミュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することでスポーツに関わる諸問題
の解決に取り組んでいく。また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力、③学部が示す専門的知
識や技能および実践的能力』に関連している。

【授業の紹介】

　①様々な競技スポーツを通して基礎的な知識や技能、ルールや戦術を身に付けることができる。
　②アクティブラーニング（グループディスカッションやグループワーク）を通して、既存の知識を応用
し技能向上のための効果的な練習方法の発見や、新たな問題点の発見およびそれを解決する力を修得する
ことができる。

【到達目標】

　第１回　オリエンテーション　
　第２回　ゴール型スポーツ①（バスケットボール：ルールの理解および基本技術）
　第３回　ゴール型スポーツ②（バスケットボール：シュート、2対2、ミニゲーム）
　第４回　ゴール型スポーツ③（バスケットボール：ゲーム）
　第５回　ゴール型スポーツ④（サッカー：ルールの理解および基本技術）
　第６回　ゴール型スポーツ⑤（サッカー：シュート、2対2、ミニゲーム）
　第７回　ゴール型スポーツ⑥（サッカー：ゲーム）
　第８回　ベースボール型スポーツ①（ソフトボール：ルールの理解および基本技術）
　第９回　ベースボール型スポーツ②（ソフトボール：キャッチボール、バッティング）
　第10回　ベースボール型スポーツ③（ソフトボール：ミニゲーム）
　第11回　ネット型スポーツ①（バレーボール：ルールの理解および基本技術）
　第12回　ネット型スポーツ②（バレーボール：レシーブ、トス、スパイク）
　第13回　ネット型スポーツ③（バレーボール：ゲーム）
　第14回　ネット型スポーツ④（バドミントン：ルールの理解、基本技術）
　第15回　ネット型スポーツ⑤（バドミントン：基本ストローク、ゲーム）
定期試験

【授業計画】

　授業時に指摘された問題点については、次の授業までに克服すること（30分）。また、問題点やその改
善方法などをノートにまとめ、技能の向上に役立てること。さらに、次回の授業内容（ルールや技能、戦
術）についての資料を配布するのでノートにまとめて（30分）授業にのぞむこと。

【授業時間外の学習】

　授業態度（40％）、レポート（20％）、定期試験（40％）で評価する。
　またレポートについては、その都度、結果を授業時に講評してフィードバックを行い、定期試験の結果
および内容については、オフィスアワーの際に解説を行う。
　※60点以上を合格とする。

【成績の評価】

　テキストは特に指示せず、適宜資料を配布する。
【使用テキスト】

　G.シュテーラー,I.コンツァック,H.デブラー著『ボールゲーム指導辞典』（大修館書店、1993年）
【参考文献】



＜INF101＞経営情報概論科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　現代の情報化社会において、企業経営に欠かせない情報の活用とそれを支える情報システムの概要を学
びます。情報システムを用いて業務を自動化・効率化したり、情報システムの支援により適切なタイミン
グで必要なデータを分かり易く提示させ、データに基づく意思決定を行うといった経営情報学の概要に加
えて、情報システムを用いて出来ることと出来ないことの違い、AI(人工知能)の現状について学びます。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能
力」に関連しています。高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための必修科目です。

【授業の紹介】

1.　企業経営のために、どのような情報が必要なのかを把握し、説明できる。
2.　情報の収集・提示について、概要を把握し、説明できる。
3.　経営上の課題を分析・解決するための方法論について、概要を把握し、説明できる。
4.　企業経営に必要な情報システムについて、概要を把握し、説明できる。

【到達目標】

第１回　受講ガイダンスとイントロダクション
第２回　ビジネスゲーム
第３回　意思決定
第４回　メトリクス
第５回　確率分布と期待値
第６回　リスクを量る
第７回　情報を量る（情報理論）
第８回　情報システムの構成要素とデータベース
第９回　情報システム導入の目的と流れ
第10回　業務プロセスの分析と図式化
第11回　AIがやって来た
第12回　コンピュータが問題を解くとは
第13回　コンピュータ処理の限界（計算理論）
第14回　駆引きの科学（ゲーム理論）
第15回　総括：期末試験や課題に関する説明と今後の学習活動へのアドバイス
定期試験

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
3回のレポート課題（1.5時間）、および、5回の自己CBT（0.5時間）を課します。
予習として教科書や配布資料の事前に指示したページに目を通し、専門用語を拾って意味を調べ、疑問点
と合わせてノートに記載すること（1時間）を課し、復習として授業の内容を自分なりにまとめて再構成
し、他者への説明ができるようにしておくこと、自分なりの意見をノートに記載しておくこと（1時間）
を課します。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。　

【授業時間外の学習】

授業における取組みとレポート課題（25%）、小テスト（25%）、定期試験（50%）
レポート課題については、優秀なものについて解説を行うことにより、フィードバックを行う。
小テストおよび期末試験については、採点結果を返却することにより、フィードバックを行う。

【成績の評価】

大場允晶ほか「経営情報システムとビジネスプロセス管理」（創成社）ISBN978-4-7944-2385-
6，￥2,500+税．

【使用テキスト】

ベネット・ミラー監督『(映画)マネーボール』（ソニー・ピクチャーズ）
新井 紀子『コンピュータが仕事を奪う』（日本経済新聞出版）ISBN978-4532316709
新井 紀子『改訂新版 ロボットは東大に入れるか』（新曜社）ISBN978-4788515635
アンドリュー・カーネギー『カーネギー自伝』（中央公論）ISBN978-4122039841
小川 進『QRコードの奇跡: モノづくり集団の発想転換が革新を生んだ』（東洋経済新報社）ISBN978-
4492534199

【参考文献】



＜UDI101＞情報基礎科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　「AI」、「ビッグデータ」、「IoT」といったデータ利活用に関連する新技術の進展がこれからの社会
に大きな変革をもたらしている。これらの新技術によって創出された新たな製品やサービス等を効果的に
活用するために、また、社会人になる基礎力として、ITリテラシーに関する知識を身に付けることが必要
となっている。この授業はデータやAIといったものを利活用する際に必要となる基本的な知識と習得し、
現代社会におけるITへの認識を深めるよう展開していく。この知識や理解を深めるための実習課題を通し
、情報技術活用によるメリットやデメリット、情報化社会に参画する態度についても考えることとする。
　なお、この授業は国家試験である「ITパスポート試験」の入門としても役立つように配慮していく。ま
た、高等学校教諭一種免許状（情報）の取得のための必修科目である。
　学位授与の方針との結び付きとして、「２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」の育成
に関わっている。また、学修成果「②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力」に関連している
。さらに、数理データサイエンスAI教育プログラムの科目である。

【授業の紹介】

１．パソコンなど情報機器を活用するために最低限必要な、情報機器（ハードウェア）およびソフトウェ
アの仕組み、情報処理の基礎概念を説明できる。
２．情報化社会に参画するための知識を習得できる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション／情報社会で活用されているデータ紹介、データやAIに関する動向
第２回　ハードウェア（CPU、主記憶装置）
第３回　ハードウェア（補助記憶装置、入出力装置、入出力インターフェース）
第４回　ソフトウェア（OS、ファイルの管理）
第５回　ソフトウェア（表計算ソフト、関数）
第６回　コンピュータで扱うデータ（2進数）
第７回　コンピュータで扱うデータ（マルチメディア）
第８回　データベース
第９回　ここまでの要点整理と中間試験
第10回　ネットワーク
第11回　情報セキュリティの実際
第12回　システムの導入
第13回　システム開発とプロジェクトマネジメント
第14回　情報社会における光と影
第15回　データやAIを扱う上での留意事項
定期試験

【授業計画】

　準備学習として、使用テキストの該当する部分を読み、授業に出席すること（2時間）。事後学習とし
て、授業で学んだことをノート等に整理し、授業内で配布されたプリントにある問題を次回までに解いて
くる（2時間）。さらに、レポートおよび中間試験後、不足している知識を整理し、自らの取り組みにお
いて補充する。オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

　授業内レポート（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）の総合評価で行なう。リアクションペ
ーパーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。レポートおよび、中間試験
結果については次の授業以降に返却・解説する。フィードバックとして期末試験の返却を希望する場合は
、研究室まで取りに来ること。

【成績の評価】

かんたん合格　ITパスポート教科書　令和4年度　坂下夕里＆ラーニング編集部　インプレス　2022年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜INF220＞プログラミング【Ａ】科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　プログラムは、コンピュータに実行させる命令を書き並べたものである。その命令を書くときに使う言
語についていくつか基礎的なものを紹介する。なお、前期に開講されている「情報デザイン論」を学んで
いることを前提に展開する。プログラミングの基本について、講義と演習を通して理解することを目標と
している。
　学位授与の方針との結び付きとしては、「経営・情報・会計などに関する基礎的知識から専門的知識ま
で体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に対応する。そして、学部の
学修成果のうち、①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力と関連している。
　高等学校教諭一種免許状（情報）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)HTML、CSS、JavaScriptの基礎を理解することができる。
(2)JavaScriptおよびPythonの基本的文法を理解することができる。
(3)プログラミングの基本的な考え方を習得することができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション
第２回　プログラミング言語とコンピュータの関係
第３回　HTMLの基礎を確認する
第４回　CSSの基礎を確認する
第５回　JavaScriptの基礎①記述方法
第６回　JavaScriptの基礎②デバックツール
第７回　JavaScriptの基礎③変数と演算子
第８回　JavaScriptの基礎④制御文
第９回　Pythonの基礎①Google Colaboratoryの使い方
第10回　Pythonの基礎②変数とは
第11回　Pythonの基礎③条件分岐
第12回　Pythonの基礎④繰返し
第13回　Pythonの基礎⑤関数
第14回　Pythonの基礎⑥ライブラリ
第15回　Pythonの基礎⑦データ分析
定期試験

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（2
時間）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日
に提出する（2時間）。さらに、事前、事後のそれぞれで、質問点や疑問点を明確にした上、自分のノー
トにまとめる。
オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

授業内課題（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）の総合評価で行なう。リアクションペーパー
に対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結果
については次の授業以降に返却・解説する。フィードバックとして期末試験の返却を希望する場合は、研
究室まで取りに来ること。

【成績の評価】

(1)スラスラ読める Pythonふりがなプログラミング 増補改訂版   リブロワークス   インプレス　2021
年

(2)【前期の「情報デザイン論」で使用したもの】30時間でマスターWebデザイン改訂版HTML5&CSS3　実教
出版企画開発部　実教出版　2019年

【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜INF220＞プログラミング【Ｂ】科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

　プログラムは、コンピュータに実行させる命令を書き並べたものである。その命令を書くときに使う言
語についていくつか基礎的なものを紹介する。なお、前期に開講されている「情報デザイン論」を学んで
いることを前提に展開する。プログラミングの基本について、講義と演習を通して理解することを目標と
している。
　学位授与の方針との結び付きとしては、「経営・情報・会計などに関する基礎的知識から専門的知識ま
で体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に対応する。

学習成果①自己管理能力③専門知識活用能力④多面的思考能力に関連しています。

　高等学校教諭一種免許状（情報）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)HTML、CSS、JavaScriptの基礎を理解することができる。
(2)JavaScriptおよびPythonの基本的文法を理解することができる。
(3)プログラミングの基本的な考え方を習得することができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション
第２回　プログラミング言語とコンピュータの関係
第３回　HTMLの基礎を確認する
第４回　CSSの基礎を確認する
第５回　JavaScriptの基礎①記述方法
第６回　JavaScriptの基礎②デバックツール
第７回　JavaScriptの基礎③変数と演算子
第８回　JavaScriptの基礎④制御文
第９回　Pythonの基礎①Google Colaboratoryの使い方
第10回　Pythonの基礎②変数とは
第11回　Pythonの基礎③条件分岐
第12回　Pythonの基礎④繰返し
第13回　Pythonの基礎⑤関数
第14回　Pythonの基礎⑥ライブラリ
第15回　Pythonの基礎⑦データ分析
定期試験

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（90
分）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日に
提出する（90分）。さらに、事前、事後のそれぞれで、質問点や疑問点を明確にした上、自分のノートに
まとめる。
オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

授業内課題（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）の総合評価で行なう。リアクションペーパー
に対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結果
については次の授業以降に返却・解説する。フィードバックとして期末試験の返却を希望する場合は、研
究室まで取りに来ること。

【成績の評価】

(1)スラスラ読める Pythonふりがなプログラミング 増補改訂版   リブロワークス   インプレス

(2)【前期の「情報デザイン論」で使用したもの】30時間でマスターWebデザイン改訂版HTML5&CSS3　実教
出版企画開発部　実教出版

【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜INF221＞プログラミング演習Ⅰ科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　プログラミング演習Ⅰ、Ⅱでは、JavaScriptおよびPythonを使ってアプリケーションを作成することを
目標としている。アプリケーションをいきなり作ることは難しいので、既存のアプリケーションを模倣す
ることからスタートする。演習では、Javascriptの復習を行った後、顔認証のアプリケーションの解説を
中心に演習を進めていく。
　下記の授業計画は目安であって、受講生の理解度に合わせて進行状況を変えることがある。
　学位授与の方針との結びつきとしては、「経営・情報・会計などに関する基礎的知識から専門的知識ま
で体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に関する知識、技法態度を修
得する。そして、学部の学修成果のうち、①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力と関
連している。

高等学校教諭一種免許状（情報）必修

【授業の紹介】

(1)JavaScriptを使ったアプリケーション制作に関する知識を得ることができる。
(2)Pythonの仕組みを理解することができる。

【到達目標】

第1回 オリエンテーション
第2回 HTMの復習
第3回 CSSの復習
第4回 Vue.jsとは
第5回 バインディング
第6回 繰返し
第7回 イベント
第8回 フォーム入力
第9回 条件分岐
第10回 トランジション＆アニメーション
第11回 ここまでのまとめ
第12回 アプリケーションの制作の基礎
第13回 要件定義
第14回 データの設計
第15回 アプリケーションの制作に向けて
定期試験は実施しない。

【授業計画】

(1)Google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示するので、図書館等で調べておくこと。
0.5時間
(2)予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べる。その結果を他の学生のレポートと比較
するなど、グループワークを意識して行うこと。1時間
(3)授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館で調べるなど、
自ら学ぶ姿勢を明確にすること。0.5時間
事前、事後のそれぞれで、質問点や疑問点を明確にした上、自分のノートにまとめる。

【授業時間外の学習】

レポート20％、授業の成果物80％で評価する。フィードバックとして、在宅学習課題および中間試験は採
点・添削をし、次回以降の授業で返却する。
また、オフィスアワーを設定しているので利用すること。

【成績の評価】

資料等を作成し、配布する。
【使用テキスト】



(1)HTML+JavaScriptによるプログラミング入門第2版　シンカーズ・スタジオ他著　日経BP社　2018年
(2)最短距離でゼロからしっかり学ぶPyhton入門　実践編～ゲーム開発・データ可視化・Web開発　Eric
Mattes著　鈴木たかのり他訳　技術評論社　2020年　

【参考文献】



＜INF223＞情報システム論科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　現在、情報システムは、企業の活動の基盤として、なくてはならないものになっています。単に人手を
置き換えることで人件費を削減するだけでなく、経営者から末端の従業員まで幅広い立場の者の意思決定
を支援し、新しい経営戦略や新しいビジネスプロセスを実現する基幹としての役割を果たすようになって
います。ビジネスの構想のなかに情報システムを組み込み、情報システムを実際に稼動させる過程を把握
することは、経営者にとって必須の知識です。
　この授業では、情報システムの開発に焦点を当てながら情報システムに関わる様々な物事を学習し、先
人たちによる企業の情報化の取り組みで得られた様々な知恵について学んでいきます。
　関連科目として、「情報基礎」「経営情報概論」が既習であることを前提とし、前後の近い時期に「情
報産業概論」「プログラミング」「情報ネットワーク論」を履修することを推奨します。また、「データ
ベース論」「システム構成論」に連携します。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多
面的思考能力」に関連しています。高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための必修科目です。

【授業の紹介】

1. 企業における情報システムの役割を説明できる。
2. 情報システムの開発の流れと各工程の概要を説明できる。
3. 情報システムの保守や文書管理の重要性を説明できる。
4. 情報システムの要件を定義し、文書化できる。

【到達目標】

第１回　ガイダンス、情報システムの役割
第２回　システム開発の流れと代表的な開発モデル
第３回　業務のモデル化と要件定義、ユーザインタフェース
第４回　コード設計と入力チェック
第５回　動作検証(テスト)
第６回　プロジェクトマネジメント、アローダイヤグラム
第７回　サービスマネジメント、システム監査
第８回　プログラミング
第９回　アルゴリズム
第10回　データ構造
第11回　システム構成、性能指標
第12回　故障対策、信頼性と稼働率、バックアップ
第13回　組織形態、電子商取引
第14回　企業の取引と契約、請負と派遣、関連法規
第15回　総括：期末試験や課題に関する説明
定期試験

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
課題を課します（2時間）。
予習として教科書に目を通し、専門用語を拾って意味を調べ、疑問点と合わせてノートに記載すること
（1時間）を課し、復習として授業の内容を自分なりにまとめて再構成し、他者への説明ができるように
しておくこと、自分なりの意見をノートに記載すること（1時間）を課します。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。

【授業時間外の学習】

授業への取組みと課題（25%），小テスト（25%），定期試験（50%）
小テストおよび期末試験については採点済答案を返却し、課題については優秀なものについて解説するこ
とによりフィードバックを行う。

【成績の評価】

小泉寿男ほか『ソフトウェア開発 (改訂2版)』（オーム社），2015，ISBN978-4-274-21841-5，￥2,800+
税．
きたみりゅうじ『キタミ式イラストIT塾ITパスポート令和04年』（技術評論社），2021，ISBN978-4-297-
12449-6
，￥1,900+税．

【使用テキスト】



羽生章洋『はじめよう！要件定義 ～ビギナーからベテランまで～』（技術評論社），2015，ISBN978-
4774172286
，￥1,980+税．
細川義洋『なぜ、システム開発は必ずモメるのか？ 49のトラブルから学ぶプロジェクト管理術』（日本
実業出版社），2013，ISBN978-4534051158，￥2,000+税．
岡島幸男ほか『プロマネやってはいけない（計画・管理編）』（日経BP社），2011，ISBN978-
4822211905，￥1,600+税．

【参考文献】



＜INF222＞プログラミング演習Ⅱ科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　前期のプログラミング演習Ⅰでは、JavaScriptを使ったアプリケーション作成のための準備を中心に、
希望者にはPythonにも対応してきた。この演習では、それを元に実際にアプリケーションの作成を行うこ
とを目標としている。
プログラミング能力は、情報技術の習得はもちろんだが、問題発見・解決能力の向上にも役に立つ。
下記の授業計画は目安であって受講生の理解度に合わせて進行状況を変えることがある。

学位授与の方針との結びつきは、「経営・情報・会計などに関する基礎的知識から専門的知識まで体系的
に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に関する知識、技法態度を修得する。
そして、学部の学修成果のうち、①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力と関連してい
る。

高等学校教諭一種免許状（情報）選択

【授業の紹介】

開発行程を理解し、活用できることを目標とします。
【到達目標】

第１回 オリエンテーション
第２回 アプリケーション開発の手順
第３回 要件定義
第４回 外部設計
第５回 内部設計
第６回 プログラム実装１　レゴブロックを用いたプログラミング資料の作成
第７回 プログラム実装２　アプリ「クロッキー」を用いた作業
第８回 プログラム実装３　課題解決プログラミング
第９回 プログラム実装４　少し複雑なアルゴリズムに挑戦する
第10回 テスト要件の決定
第11回 仕様書の作成方法
第12回 仕様書の作成と報告
第13回 レビューの準備
第14回 レビューの作成
第15回 アプリケーション開発からシステム開発へ
定期試験は実施しない。

【授業計画】

(1)Google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示するので、図書館等で調べておくこと。
0.5時間
(2)予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べる。その結果を他の学生のレポートと比較
するなど、グループワークを意識して行うこと。1時間
(3)授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館で調べるなど、
自ら学ぶ姿勢を明確にすること。0.5時間
事前、事後のそれぞれで、質問点や疑問点を明確にした上、自分のノートにまとめる。

【授業時間外の学習】

レポート20％、授業の成果物80％で評価する。フィードバックとして、在宅学習課題および中間試験は採
点・添削をし、次回以降の授業で返却する。また、オフィスアワーを設定しているので利用すること。

【成績の評価】

資料等を作成し、配布する。
【使用テキスト】

(1)HTML+JavaScriptによるプログラミング入門　第2版　 シンカーズ・スタジオ他著 　日経BP社　2018
年　
(2)最短距離でゼロからしっかり学ぶPyhton入門　実践編～ゲーム開発・データ可視化・Web開発　Eric
Mattes著  鈴木たかのり他訳 技術評論社　2020年

【参考文献】



＜INF223＞情報システム論科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　現在、情報システムは、企業の活動の基盤として、なくてはならないものになっています。単に人手を
置き換えることで人件費を削減するだけでなく、経営者から末端の従業員まで幅広い立場の者の意思決定
を支援し、新しい経営戦略や新しいビジネスプロセスを実現する基幹としての役割を果たすようになって
います。ビジネスの構想のなかに情報システムを組み込み、情報システムを実際に稼動させる過程を把握
することは、経営者にとって必須の知識です。
　この授業では、情報システムの開発に焦点を当てながら情報システムに関わる様々な物事を学習し、先
人たちによる企業の情報化の取り組みで得られた様々な知恵について学んでいきます。
　関連科目として、「情報基礎」「経営情報概論」が既習であることを前提とし、前後の近い時期に「情
報産業概論」「プログラミング」「情報ネットワーク論」を履修することを推奨します。また、「データ
ベース論」「システム構成論」に連携します。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多
面的思考能力」に関連しています。高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための必修科目です。

【授業の紹介】

1. 企業における情報システムの役割を説明できる。
2. 情報システムの開発の流れと各工程の概要を説明できる。
3. 情報システムの保守や文書管理の重要性を説明できる。
4. 情報システムの要件を定義し、文書化できる。

【到達目標】

第１回　ガイダンス、情報システムの役割
第２回　システム開発の流れと代表的な開発モデル
第３回　業務のモデル化と要件定義、ユーザインタフェース
第４回　コード設計と入力チェック
第５回　動作検証(テスト)
第６回　プロジェクトマネジメント、アローダイヤグラム
第７回　サービスマネジメント、システム監査
第８回　プログラミング
第９回　アルゴリズム
第10回　データ構造
第11回　システム構成、性能指標
第12回　故障対策、信頼性と稼働率、バックアップ
第13回　組織形態、電子商取引
第14回　企業の取引と契約、請負と派遣、関連法規
第15回　総括：期末試験や課題に関する説明
定期試験

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
課題を課します（2時間）。
予習として教科書に目を通し、専門用語を拾って意味を調べ、疑問点と合わせてノートに記載すること
（1時間）を課し、復習として授業の内容を自分なりにまとめて再構成し、他者への説明ができるように
しておくこと、自分なりの意見をノートに記載すること（1時間）を課します。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。

【授業時間外の学習】

授業への取組みと課題（25%），小テスト（25%），定期試験（50%）
小テストおよび期末試験については採点済答案を返却し、課題については優秀なものについて解説するこ
とによりフィードバックを行う。

【成績の評価】

小泉寿男ほか『ソフトウェア開発 (改訂2版)』（オーム社），2015，ISBN978-4-274-21841-5，￥2,800+
税．
きたみりゅうじ『キタミ式イラストIT塾ITパスポート令和04年』（技術評論社），2021，ISBN978-4-297-
12449-6
，￥1,900+税．

【使用テキスト】



羽生章洋『はじめよう！要件定義 ～ビギナーからベテランまで～』（技術評論社），2015，ISBN978-
4774172286
，￥1,980+税．
細川義洋『なぜ、システム開発は必ずモメるのか？ 49のトラブルから学ぶプロジェクト管理術』（日本
実業出版社），2013，ISBN978-4534051158，￥2,000+税．
岡島幸男ほか『プロマネやってはいけない（計画・管理編）』（日経BP社），2011，ISBN978-
4822211905，￥1,600+税．

【参考文献】



＜INF201＞企業情報システム科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

近年、企業や組織は、「データ駆動型」へとシフトしようとしています。しかし、現状ではデジタル人材
の不足により、そのシフトが進んでいないと言われています。そのような状況の中、プログラミング能力
をあまり必要としない開発方法であるノーコード／ローコード開発が注目を浴び、さまざまなツールが提
供されています。
それらのツールを使いこなすためには、業務をモデル化し、その業務に必要となるデータやそのフローを
考えることが非常に重要になります。
本講義では、ノーコード／ローコード開発ツールを用いた開発方法を学修します。その知識・技術の学修
を通じて、データ駆動型社会における企業に対応した人材の育成を目標としています。
学位授与の方針との結びつきは、「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々と的確にコミ
ュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組めること」に関する
知識、技法態度を修得します。
学修成果③専門知識活用能力④多面的思考能力に関連しています。
高等学校教諭一種免許状（情報）選択

【授業の紹介】

（1)�ノーコード／ローコードを理解できる
（2)�ノーコード／ローコード開発に必要となるデータ形式等を理解できる
（3)�データ駆動型開発を理解できる
以上を到達目標とします。

【到達目標】

第1回�オリエンテーション
第2回�ノーコード／ローコードツールを使ったアプリケーションの例
第3回�ノーコード開発ツールの利用方法：データ
第4回�ノーコード開発ツールの利用方法：ビュー
第5回�ノーコード開発ルールの利用方法：機能
第6回�ノーコード開発の手順
第7回�業務のモデル化：ユースケース図と要求図
第8回�業務のモデル化:クラス図とER図
第9回�業務のモデル化：アクティビティ図
第10回�作るべきアプリケーションの決定
第11回�演習：アプリケーションの構築(1)
第12回�演習：アプリケーションの構築(2)
第13回�演習：アプリケーションの構築(3)
第14回�演習：アプリケーションの構築(4)
第15回�これまでのまとめとデータ駆動型社会
定期試験
上記の授業計画は参考であり、皆さんの理解度に応じて変更することがあります。

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものである。
classroomを用いて、授業管理を行うので、必ずインストールをすること。
（1) google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示する場合もあるので、
図書館等で調べ、ノート等にまとめておくこと。　120分
（2) 予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べ。その結果を他の学生のレ
ポートと比較するなど、グループワークを意識して行うこと。60分
（3) 授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館
で来るなど、自ら学ぶ姿勢を明確にすること。　60分
オフィスアワーを設定しているので、積極的に利用すること。

【授業時間外の学習】

授業への取組みとレポート（10%）、中間試験（30%）、定期試験（60%）
レポート、中間試験および定期試験については、採点・添削後に返却することにより、フィードバックを
行う。

【成績の評価】

必要な資料を作成し、配布する。
【使用テキスト】

Google AppSheet て�はし�める ノーコート�開発入門
掌田津耶乃(著)、ラトルズ 2021年、￥2,750円、 ISBN-13  :  978-4899775195

【参考文献】



＜INF321＞データベース論科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

　この授業では、データベースの設計・運用・管理等の基礎的な知識の習得を目標としています。
データベースは、データを使いやすいように整理して集積したもので、将来、情報システムの導入や開発
に関わる仕事をするためには、必須の知識になっています。また、データサイエンスにおいては、基盤技
術の1つでもあり、データベースに関する知識・技術を習得することは、これからの社会人にとって非常
に重要なものとなっています。
　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。

学修成果③専門知識活用能力④多面的思考能力に関連しています。

高等学校教諭一種免許状（情報）必修

【授業の紹介】

（1）�データベースに関する基礎知識を理解し、説明できる
（2）�リレーショナルデータベースの基本的な操作を理解し、SQL文を記述できる
（3）�適切なデータの構造を理解し、システムのデータフローを理解できる
（4）�データサイエンスにおけるデータベースの役割を説明できる
以上を到達目標とします。

【到達目標】

第1回�オリエンテーション
第2回�データベースとは
第3回�リレーショナルデータベースとは
第4回�データベースの操作
第5回�データの操作
第6回�正規表現と関係演算
第7回�データの型と集計
第8回�データベースの導入
第9回�テーブル設計とER図
第10回�テーブル設計と正規化
第11回�演習：テーブル設計
第12回�データベースの運用とセキュリティ
第13回�データサイエンスとデータベース
第14回�データ駆動型開発とデータベース
第15回�これまでのまとめと今後の社会とデータベースの関係について
定期試験
上記の授業計画は参考であり、皆さんの理解度に応じて変更することがあります。

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものである。
classroomを用いて、授業管理を行うので、必ずインストールをすること。
（1) google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示する場合もあるので、
図書館等で調べ、ノート等にまとめておくこと。　120分
（2) 予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べ。その結果を他の学生のレ
ポートと比較するなど、グループワークを意識して行うこと。60分
（3) 授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館
で来るなど、自ら学ぶ姿勢を明確にすること。　60分
オフィスアワーを設定しているので、積極的に利用すること。

【授業時間外の学習】

授業への取組みとレポート（10%）、中間試験（30%）、定期試験（60%）
レポート、中間試験および定期試験については、採点・添削後に返却することにより、フィードバックを
行う。

【成績の評価】

図解まるわかり データベースのしくみ
坂上 幸大 (著)、 翔泳社 　2021年、\1,848円、ISBN-13  :  978-4798166056

【使用テキスト】

適宜指示する。
【参考文献】



＜BUS317＞経営システム工学科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

企業や組織は、多種多様でかつ膨大なデータを保有しています。そのデータを使って、企業の意思決定を
支援することをBusiness Intelligence：BIと言います。そのように、データに基づいて意思決定を行う
ことを「データ駆動」と言い、データサイエンスの第一歩となります。また、BIツールを使いこなすため
には、必要なデータを収集・加工する技術であるデータエンジニアリングが必要となります。
　本講義では、BIツールを用いたデータ分析とBIツールを利用するためのデータエンジニアリングの基礎
を学修します。それらの学修を通じて、データサイエンスやその基盤技術であるデータエンジニアリング
の基礎的な内容を理解し、これからの社会に適応したデジタル人材の育成を目標としています。

学位授与の方針との結びつきは、「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々と的確にコミ
ュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組めること」に関する
知識、技法態度を修得します。
学修成果③専門知識活用能力④多面的思考能力に関連しています。
高等学校教諭一種免許状（情報）選択

【授業の紹介】

（1)�BIツールを使ってデータを分析できる
（2)�データエンジニアリングを理解できる
（3)�データサイエンスとデータエンジニアリングの関係を理解できる
以上の獲得を到達目標とします。

【到達目標】

第1回�オリエンテーション
第2回�BIとは
第3回�BIツールを用いたデータ分析の例
第4回�BIツールに必要となるデータの形式
第5回�データの分析と共有
第6回�インタラクティブな分析
第7回�実務に関する分析
第8回�意思決定のための分析
第9回�データサイエンス：単回帰分析、時系列解析
第10回�データサイエンス：類似度、DID
第11回�データエンジニアリングとは
第12回�BIツール活用のためのデータエンジニアリング
第13回�スクリプト言語を用いたデータエンジニアリング
第14回�プログラミング言語を用いたデータエンジニアリング
第15回�全体のまとめとこれからのデータ分析
定期試験
上記の授業計画は参考であり、皆さんの理解度に応じて変更することがあります。

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものである。
classroomを用いて、授業管理を行うので、必ずインストールをすること。
（1) google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示する場合もあるので、
図書館等で調べ、ノート等にまとめておくこと。　120分
（2) 予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べ。その結果を他の学生のレ
ポートと比較するなど、グループワークを意識して行うこと。60分
（3) 授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館
で来るなど、自ら学ぶ姿勢を明確にすること。　60分
オフィスアワーを設定しているので、積極的に利用すること。

【授業時間外の学習】

授業への取組みとレポート（10%）、中間試験（30%）、定期試験（60%）
レポート、中間試験および定期試験については、採点・添削後に返却することにより、フィードバックを
行う。

【成績の評価】

「BIツール」活用 超入門 Google Data Portalではじめるデータ集計・分析・可視化、
近藤慧、前側将 (著)、秀和システム、2021年1、￥2,640円、ISBN-13  :  978-4798065410

【使用テキスト】

適宜指示する
【参考文献】



＜GBN311＞マーケティングリサーチ科目名：
正岡　利朗(MASAOKA　Toshirou)担当教員：

　前半ではリサーチの概要につき解説し、後半ではリサーチの技法を身につけるための実習を行います。
実習については、例年、いろいろな人間ドラマが展開されます。調査するテーマはすんなり決まったもの
の、質問文の作成にすごく苦労したり、集計作業のミスでせっかく入力したデータがパーになったり、意
気揚々と提出した報告書の些細な誤字を指摘されたりと、ストレス溜まりまくりかも？けれども、それら
を乗り越えたときの充実感もまた格別です。「ワタシ、頑張りました！」と心より言える瞬間です。一通
り実習を済ませた後は、普段目にしている各種のアンケートなどを見る目が変わっているカモ？
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「１．経営・情報・会計などに関する基礎的知
識から専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」、「２．
現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々と的確にコミュニケーションを図るとともに、リ
ーダーシップを発揮することで問題解決に取り組める」、「４．自己管理力、責任感、周囲への配慮、倫
理観などを持ち、チームワークを重視した社会性を持った行動ができる」に関する知識、技法の修得をめ
ざします。
　また、学修成果『③専門知識活用能力、④多面的思考能力、⑥チーム活動能力』に関連しています。
　そして、本授業は、グループワークで情報収集・ディスカッションを行うアクティブ・ラーニング形式
を採用しています。また、高等学校教諭一種免許状（情報）、上級ビジネス実務士取得のための選択科目
に、上級情報処理士取得のための必修科目に該当します。

【授業の紹介】

１．企業及び公共組織等が商品の販売やサービスなどを促進させるために行うリサーチ活動について、理
解を深めることができる。
２．リサーチの技法を確実に身につけ、状況に応じてそれを使うことができる。
３．上記の各知識や授業中に得た情報処理能力を統合的に活用して、ソサエティー5.0に寄与する各技能
や考え方を身に付けることができる。

【到達目標】

第１回　ガイダンス
第２回　アンケートの計画
第３回　アンケートの作成（テーマの確定）
第４回　アンケートの作成（質問文の作成）
第５回　アンケートの作成（アンケート用紙の作成）
第６回　アンケートの実施
第７回　アンケートの集計（集計フォーマットの作成）
第８回　アンケートの集計（回答データの入力）
第９回　アンケートの集計（グラフの作成）
第10回　報告書の作成（集計結果の分析）
第11回　報告書の作成（文章、分析内容の検討）
第12回　報告書の作成（レイアウトの検討）
第13回　報告書の作成（総仕上げ）
第14回　調査結果の報告（プレゼンテーション）
第15回　これまでの授業のまとめ（学習した重点項目の確認）と質疑応答
定期試験

【授業計画】

　よいレポート内容をまとめるには相当な時間外の学習が必須となります。さまざまな意見を総合して、
自分の意見をまとめるための参考にするという態度を時間をかけてぜひ身につけてください。毎回の授業
開始前にはプリント等を復習し、疑問点、気づいたことをメモ等にまとめておいてください（２時間）。
また、毎回の授業毎にＡ４・１枚程度の内容要約を行って記録しておいてください（２時間）。オフィス
アワーを設定しているので、掲示等で日時を確認の上、質問に来てください。

【授業時間外の学習】

　レポート提出（60％）、定期試験（40％）の結果により総合的に判断します。ただし、授業態度が不適
切な場合はそれに応じた減点をしますので留意してください。なお、各受講生（グループ）のレポートの
結果については講評し、フィードバックを行います。定期試験の結果は研究室のドアに掲示します。

【成績の評価】

　とくにありません（インターネットを使用する場合もある）。
【使用テキスト】

　内田治・醍醐朝美『実践　アンケート調査入門』日本経済新聞社、2001年。（￥1,728）
【参考文献】



＜INF322＞システム構成論科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　企業がWWWサイトやSNSを利用して広報・営業するだけでなく、企業内の業務を支援するためにWWW技術
を利用した情報システムを構築しているのが当たり前の時代ですが、中小企業や中堅企業では、ネットワ
ーク管理部署を設置したり、専任のネットワーク管理者をおくことが難しい現状があります。皆さんが卒
業後に働く現場で、ネットワーク管理の仕事を依頼されたり、業者との折衝を任されるかも知れません。
　この授業では、WWWベースのシステムを通じて、情報システムの構成要素や情報システムを構築する際
の注意点などを学習します。様々なビジネスへ適用している事例を紹介するのに加え、オンラインショッ
ピングサイトなどやWWWベースの業務支援システムを構成する技術、および、業者との打合せに必要な事
柄を学習します。
　この科目は、情報ネットワーク論、コンピュータネットワーク論、データベース論の内容を理解してい
ることを前提とします。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多
面的思考能力」に関連しています。また、高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための選択科目です。

【授業の紹介】

1.　WWWベースの情報システムの様々なビジネスへの適用例を知り、概要を説明できる。
2.　三層クライアント・サーバシステムの概要を理解し、説明できる。
3.　WWWベースの情報システムを構成する技術を理解し、説明できる。
4.　業務を遂行するのに必要な情報システム全体の概要を構想できる。
5.　業務を遂行するのに必要な情報システムを外部の業者に発注することができる。

【到達目標】

下記の授業計画は目安であり、内容や進行は、クラスの状況に応じて変わることがあります。
第１回　受講ガイダンス
第２回　Webシステムの利用目的(1)：個人ビジネスにおける活用例
第３回　HTMLの基礎
第４回　CSSの基礎
第５回　HTTPとWWWコンテンツの公開と管理
第６回　動的コンテンツを構成する技術(1)：CGIの仕組みとPerlの基礎
第７回　動的コンテンツを構成する技術(2)：ファイル操作と排他制御処理
第８回　動的コンテンツを構成する技術(3)：JavaScript,PHP,JSP,Java Applet
第９回　システム構成要素・データベースとの連携(1)：Webシステムにおけるデータベース
第10回　システム構成要素・データベースとの連携(2)：RDBにおけるテーブルの管理
第11回　システム構成要素・データベースとの連携(3)：プログラムからのデータベース操作
第12回　セキュリティの基礎とアクセス制御(1)：Apacheにおけるアクセス制御の設定
第13回　セキュリティの基礎とアクセス制御(2)：SSL、Basic認証、XAuth認証、OAuth認証
第14回　セキュリティの基礎と負荷分散
第15回　総括：期末試験および課題に関する説明
定期試験

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
課題を課します（2時間）。授業時間内の学習は、システムの仕組みなど技術面に関する内容が多く、理
解のためには授業時間外に自分でいろいろと試してみることが欠かせません。
予習として資料に目を通し、専門用語を拾って意味を調べ、疑問点と合わせてノートに記載すること（1
時間）を課し、復習として授業の内容を自分なりにまとめて再構成し、他者への説明ができるようにして
おくこと、自分なりの意見をノートに記載すること（1時間）を課します。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。　

【授業時間外の学習】

授業における取組みと実技課題（30%）、小テスト（20%）、定期試験（50%）
小テストおよび期末試験については採点済答案を返却し、実技課題については優秀例を解説することで、
フィードバックを行います。

【成績の評価】

資料を配布します。
【使用テキスト】



押切 孝雄ほか『はじめてでもよくわかる! Webマーケティング集中講義』（マイナビ） ISBN978-
483995068，￥2,380+税．
小林 恭平ほか『イラスト図解式 この一冊で全部わかるWeb技術の基本』（SBクリエイティブ） ISBN978-
4797388817，￥1,680+税．
きはし まさひろ『イラスト図解式 この一冊で全部わかるサーバーの基本』（SBクリエイティブ）
ISBN978-4797386660，￥1,680+税．

【参考文献】



＜INF241＞情報ネットワーク論科目名：
最所　圭三(SAISHO　Keizo)担当教員：

　インターネットは、情報発信や情報収集、コミュニケーション、電子商取引などを支える社会基盤であ
り、社会生活に不可欠のものです。多くの企業で社内LANが構築され、インターネットに接続されていま
すが、皆さんが卒業後に働く職場において、インターネットを利用した業務に関わることが多くなると思
われます。場合によってはネットワークや情報システムの構築や管理に関わることがあるかもしれません
。
　この授業では、インターネットで行われているネットワークサービスの利用や情報交換を行うために必
要な基礎知識やインターネット上の脅威について学ぶことを目的としています。具体的には，インターネ
ットの概要、ネットワークセキュリティの概要、ネットワークサービスの仕組み、代表的なネットワーク
サービスおよびクラウドサービスについて学びます。
　学位授与の方針の結びつきとして、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能力」
の育成に関わっており、学修成果「③専門知識活用能力、④多面的思考能力」にも関連しています。また
、高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための必修科目です。

【授業の紹介】

1．インターネットがどのようなネットワークであるのか説明できる
2. インターネット上での脅威やコンピュータウィルスおよびそれらに対する対策について説明できる
3．インターネット上でのサービスの仕組みを説明できる
4．Webサービスや電子メールの仕組みを説明できる
5．クラウドサービスについて説明できる

【到達目標】

第 1回　オリエンテーション
第 2回　インターネットの概要
第 3回　ドメインとDNSおよびDHCP
第 4回　ネットワークでの脅威
第 5回　コンピュータウィルスとその対策
第 6回　ファイルの種類と日本語文字コード
第 7回　クライアント－サーバモデル
第 8回　第6回までのまとめおよび中間試験
第 9回　Webサービスの仕組み
第10回　WebページとHTML
第11回　電子メールの基礎および配送
第12回　電子メールの閲覧およびファイル添付
第13回　ファイル共有とリモートログイン
第14回　クラウドサービス
第15回　授業の総括：重要項目の解説
定期試験

初回と中間試験の回を除き、前の回の授業内容に関する小テストを行う。

【授業計画】

　復習の助けとするために、中間試験の回と最後の回を除き、レポート課題を出すので、レポートとして
まとめること (計30時間)。
　中間試験の回に先立ち第6回までの授業内容を、最後の回に先立ち第7回および第9回～第14回の授業の
内容をそれぞれをまとめ直すこと (各15時間)。

【授業時間外の学習】

　レポート（20%）、小テスト（20%）、中間試験（30%）、期末試験（30%）で評価します。ただし、レポ
ートを5回以上提出しない場合は合格点に達していても不合格とします。
　レポートについては、次の回の授業の開始時に解説することでフィードバックする。
　小テスト、中間試験、期末試験については、試験後に解答例を示すことでフィードバックする。

【成績の評価】

福永勇二「この一冊で全部わかる ネットワークの基本」(ソフトバンククリエイティブ)、ISBN978-4-
7973-8667-7、\1680E、2016年

【使用テキスト】



増田若奈、根本佳子「図解 ネットワーク 仕事で使える基本の知識 [改訂新版]」(技術評論社)、ISBN978
-4-7741-97777-7、\1680E、2018年
水野忠則 監修「コンピュータネットワーク概論」(共立出版)、ISBN978-4-320-12347-2、\2800E、2014
年
きたみ りゅうじ「(改訂4版)図解でよくわかる ネットワークの重要用語解説」(技術評論社)、ISBN978-4

【参考文献】



＜INF341＞コンピュータネットワーク論科目名：
最所　圭三(SAISHO　Keizo)担当教員：

　インターネットは、情報発信や情報収集、コミュニケーション、電子商取引などを支える社会基盤であ
り、社会生活に不可欠のものです。多くの企業では社内LANが構築され、インターネットに接続されてい
ますが、皆さんが卒業後に働く職場において、ネットワーク管理に関する業務に携わることがあるかもし
れません。
　この授業では、インターネットの仕組み、インターネットに接続するために必要な基礎知識、ネットワ
ークセキュリティなどについて学びます。具体的には、ネットワークでの通信で用いられるプロトコル、
プロトコルの階層化、それぞれの階層の役割、無線通信、ストリーミング、ユーザ管理、暗号通信、ファ
イアウォールおよびネットワーク監視について学びます。
　学位授与の方針の結びつきとして、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能力」
の育成に関わっており、学修成果「③専門知識活用能力、④多面的思考能力」にも関連しています。また
、高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための選択科目です。

【授業の紹介】

1．通信に用いられるプロトコルについて説明できる
2．インターネットで用いられているプロトコルの階層化と各階層の役割を説明できる
3．仮想ネットワークやストリーミング、IP電話について説明できる
4．ユーザ管理について説明できる
5．暗号化技術およびファイアウォールについて説明できる
6．ネットワーク監視のためプロトコルやツールについて説明できる

【到達目標】

第 1回　オリエンテーションおよびプロトコルの概要
第 2回　通信媒体の種類や規定
第 3回　コンピュータをネットワークに接続するためのネットワークインタフェース層
第 4回　世界規模の通信を実現するインターネット層
第 5回　インターネット層でのルータの役割
第 6回　無線LANと仮想ネットワーク
第 7回　ネットワークプログラム同士の通信を実現するトランスポート層
第 8回　第6回までのまとめと中間試験
第 9回　TCPにおける通信の信頼性の実現
第10回　ストリーミングとIP電話
第11回　ユーザ管理
第12回　暗号化技術とファイアウォール
第13回　ネットワーク監視プロトコル
第14回　ネットワーク監視ツール
第15回　授業の総括：重要項目の解説
定期試験

初回と中間試験の回を除き、前の回の授業内容に関する小テストを行う。

【授業計画】

　復習の助けとするために、中間試験の回と最後の回を除き、レポート課題を出すので、レポートとして
まとめること (計30時間)。
　中間試験の回に先立ち第6回までの授業内容を、最後の回に先立ち第7回および第9回～第14回の授業の
内容をそれぞれをまとめ直すこと (各15時間)。

【授業時間外の学習】

　レポート（20%）、小テスト（20%）、中間試験（30%）、期末試験（30%）で評価します。ただし、レポ
ートを5回以上提出しない場合は合格点に達していても不合格とします。
　レポートについては、次の回の授業の開始時に解説することでフィードバックする。
　小テスト、中間試験、期末試験については、試験後に解答例を示すことでフィードバックする。

【成績の評価】

福永勇二「この一冊で全部わかる ネットワークの基本」(ソフトバンククリエイティブ)、ISBN978-4-
7973-8667-7、\1680E、2016年

【使用テキスト】



増田若奈、根本佳子「図解 ネットワーク 仕事で使える基本の知識 [改訂新版]」(技術評論社)、ISBN978
-4-7741-97777-7、\1680E、2018年
水野忠則 監修「コンピュータネットワーク概論」(共立出版)、ISBN978-4-320-12347-2、\2800E、2014
年
きたみ りゅうじ「(改訂4版)図解でよくわかる ネットワークの重要用語解説」(技術評論社)、ISBN978-4
-7741-6324-6、\1980E、2014年

【参考文献】



＜INF262＞情報コンテンツ表現演習科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　現在、企業の広報活動において、動画配信の活用による消費者とのコミュニケーションの重要性が高ま
っています。特に、コンテンツサービス業務においては、目的を効果的に達成するための表現技術が重要
になっています。
　この授業では、コンテンツ制作に必要な様々な知識について、特に、動画に焦点を当て、その基礎知識
と活用方法を学習します。
関連科目として、「情報基礎」と「情報コンテンツ表現概論」が既習であることを前提とします。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多
面的思考能力」に関連しています。高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための必修科目です。

　なお、使用ソフトウェアのライセンス個数に限りがあるため、時間割の授業時間における対面での受講
者は、20名までの限定になります。優先順位は、教員免許（情報）取得希望者 ＞ 経営情報コース ＞ 上
級生 ＞ 成績GPA　の順になります。

【授業の紹介】

1.　動画の仕組みやマルチメディアの概念について、他者に説明できる。
2.　各種ファイル形式、および、コンテナフォーマットの概要について理解できる。
3.　各種コンテンツ制作の仕様を理解できる。
4.　様々な目的を達成するために表現技術を活用できる。

【到達目標】

第１回　受講ガイダンス
第２回　動画の歴史とパラパラ漫画
第３回　動画編集ソフトを使う(1): パラパラ漫画から動画へ
第４回　撮影と照明
第５回　動画にとっての音声
第６回　構図・カメラワークと遷移
第７回　絵コンテ
第８回　ストーリー構成(1): 三幕構成
第９回　ストーリー構成(2): 関係の変化
第10回　動画の企画と企業での活用
第11回　動画編集ソフトを使う(2): 基本的なエフェクトとトランジション
第12回　動画編集ソフトを使う(3): 音声や文字のもたらす演出効果
第13回　動画編集ソフトを使う(4): 動画の書き出しと動画ファイル形式
第14回　動画配信と知的財産権：著作権と保護技術
第15回　総括：より魅力的な動画を目指して
定期試験は実施しない

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
課題を課します（1時間）。授業時間内に実施するのは導入としての手解きの部分のみであり、課題を完
成させるためには授業時間外に実施する必要があります。また、自分なりに様々な試行錯誤をしてみるこ
とを勧めます。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。

【授業時間外の学習】

授業内の制作物（25%）、小テスト（25%）、課題（50%）
小テストについては採点済答案を返却し、課題については優秀作品について講評を行うことにより、フィ
ードバックを行います。

【成績の評価】

家子史穂，千崎達也「仕事に使える動画術」（翔泳社）ISBN978-4-7981-4164-0，￥1,800+税.
マウンテンスタジオほか「これからはじめるPremiereProの本[改訂2版]」（技術評論社），ISBN978-4-
297-12417-5，￥2,600+税．

【使用テキスト】

知的財産教育協会「インターネットユーザのための　事例で学ぶ知的財産権の基礎知識」（日本経済新聞
社）ISBN978-4-532-49010-2，￥1,600+税．
日本映画・テレビ編集協会編「図解　映像編集の秘訣」（玄光社）ISBN4-7683-0099-5，￥2,000+税．

【参考文献】



＜INF261＞情報コンテンツ表現概論科目名：
浮穴　学慈(UKENA　Satoshige)担当教員：

　現在、企業の広報活動において、動画配信の活用による消費者とのコミュニケーションの重要性が高ま
っています。特に、コンテンツサービス業務においては、目的を効果的に達成するための表現技術が重要
になっています。この授業では、コンテンツ制作に必要な様々な知識について、特に、静止画像・文字・
音声に焦点を当て、その基礎知識と活用方法を学習します。
　関連科目として「情報基礎」が既習であることを前提とします。また「情報コンテンツ表現演習」では
動画に焦点を当てて学習しますので、続けて受講してください。

　学位授与の方針との結び付きとしては、特に「組織において情報に関する専門知識を適切に活用する能
力」の育成に関わっています。また、学修成果「②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多
面的思考能力」に関連しています。高等学校教諭一種免許状（情報）取得のための選択科目です。

【授業の紹介】

1.　マルチメディアの概念について、他者に説明できる。
2.　各種ファイル形式について概要を理解できる。
3.　各種コンテンツ制作の仕様を理解できる。
4.　様々な目的を達成するために表現技術を活用できる。

【到達目標】

第１回　受講ガイダンス
第２回　画像処理の基礎とファイル形式の変換
第３回　静止画像の加工(1)：領域選択、色調変換
第４回　静止画像の加工(2)：レイヤー、変形
第５回　静止画像の加工(3)：パス、マスキング
第６回　画像データの仕組み
第７回　文字とフォント
第８回　ロゴマークの作成
第９回　音声データの加工と編集(1)：MIDIシーケンサ
第10回　音声録音の仕組み：標本化・量子化・符号化
第11回　音声データの加工と編集(2)：波形処理ソフト
第12回　音声データの加工と編集(3)：ノイズとフィルタ
第13回　音声データの加工と編集(4)：より高度な音声編集
第14回　コンテンツの利用と知的財産権：著作権と保護技術
第15回　総括：期末試験や課題に関する説明
定期試験

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものです。
10回の課題を課します（2時間）。授業時間内に実施するのは導入としての手解きの部分のみであり、課
題を完成させるためには授業時間外に実施する必要があります。また、自分なりに様々な試行錯誤をして
みることを勧めます。
予習として事前に配布する資料に目を通し、専門用語を拾って意味を調べ、疑問点と合わせてノートに記
載すること（1時間）を課し、復習として授業の内容を自分なりにまとめて再構成し、他者への説明がで
きるようにしておくこと、自分なりの意見をノートに記載しておくこと（1時間）を課します。
　解らないことがある場合、研究室に質問に来ればヒントやアドバイスを与えます。オフィスアワーを設
定していますので、掲示等で日時を参照してください。　

【授業時間外の学習】

授業における取組みと課題（25%）、小テスト（25%）、定期試験（50%）
小テストおよび期末試験については、採点済答案を返却し、課題については、優秀作品について講評を行
うことにより、フィードバックを行います。

【成績の評価】

資料を配布します。
【使用テキスト】

知的財産教育協会「インターネットユーザのための　事例で学ぶ知的財産権の基礎知識」（日本経済新聞
社）ISBN978-4-532-49010-2，￥1,600+税．

【参考文献】



＜INF260＞情報デザイン論科目名：
神部　順子(KANBE　Junko)担当教員：

　Webページおよびサイトの制作手法について学ぶ。Webサイトの制作では技術面だけではなく、関連技術
やモラルなども理解しておく必要がある。Webサイトは、企業や個人を問わず、絶大な情報を持つ媒体で
ある。そこから得られるメリットやデメリットも理解した上で、制作をしていくこととする。講義と演習
を通して理解することを目標としている。
　学位授与の方針との結び付きとしては、「経営・情報・会計などに関する基礎的知識から専門的知識ま
で体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に対応する。そして、学部の
学修成果のうち、①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力と関連している。また、高等
学校教諭一種免許状（情報）の取得のための必修科目である。

【授業の紹介】

(1)公開されているWebサイトを検索・分析し、自ら発信したいWebサイトの構想を得ることができる。
(2)Webサイト制作にあたり、考えておかなければならないこと自ら整理し、その内容を理解できる。
(3)Webデザインに関する基礎的な知識を習得することができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション／Webサイトの基礎技術
第２回　Webサイトを制作する前に（仕組み、利点と危険性、著作権と肖像権）
第３回　Webデザインの基礎（テキストのデザイン、レイアウト）
第４回　Webの配色
第５回　Webサイトの制作手順
第６回　Webサイト制作の準備
第７回　ここまでの要点整理と中間試験、HTMLの基本要素
第８回　HTML基礎１：見出し・段落・強調
第９回　HTML基礎2：文字要素
第10回　HTML基礎3：リスト
第11回　HTML基礎4：画像
第12回　HTML基礎5：ハイパーリンク
第13回　HTML基礎6：ページ構造と文書構造の設定
第14回　HTML基礎7：ページ内リンク
第15回　総括：講評および今後の学習に関して
定期試験

【授業計画】

　準備学習としては、教科書や配布資料をしっかり読み、授業内容の目的や達成目標をよく理解する（2
時間）。事後学習としては、授業で出題された教科書や配布資料にある課題を必ず実施し指定された期日
に提出する（2時間）。さらに、事前、事後のそれぞれで、質問点や疑問点を明確にした上、自分のノー
トにまとめる。
オフィスアワーを設定しているので、研究室に質問に来れば対応する。

【授業時間外の学習】

授業内レポート（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）の総合評価で行う。リアクションペーパ
ーに対するコメントや質問に対するフィードバックは次回授業にて行う。授業内課題および、中間試験結
果については次の授業以降に返却・解説する。フィードバックとして期末試験の返却を希望する場合は、
研究室まで取りに来ること。

【成績の評価】

30時間でマスター　Webデザイン改訂版　HTML5&CSS３　実教出版企画開発部　実教出版　2019年
【使用テキスト】

適宜、指示する。
【参考文献】



＜INF202＞情報産業概論科目名：
山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki)担当教員：

最近、DX(Digital Transformation)という言葉を耳にする機会が増えています。DXとは、「企業がビジネ
ス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサ
ービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革
し、競争上の優位性を確立すること」（2018年　経済産業省）ということです。DXは近年のデータ駆動型
社会やSociety5.0と呼ばれる社会変革にも影響を受け、日々進化を遂げています。そのため、職業にも大
きな変化が生じています。
　本講義では、「DXとは何か？」「DXに必要な技術とは？」「DXによって企業、社会はどう変わるのか？
」「職業はどう変化するのか」などについて、理解を深め、DXの進展が自らにどう影響するのかを考えて
もらいたいと思っています。

学位授与の方針との結びつきは、「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々と的確にコミ
ュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組めること」に関する
知識、技法態度を修得します。

学修成果③専門知識活用能力④多面的思考能力に関連しています。
高等学校教諭一種免許状（情報）必修

【授業の紹介】

（１）DXについて理解できる
（２）DXに必要となる技術・知識を理解できる
（３）DXによる社会（学校・企業等）の変化を理解できる
以上を到達目標とします。

【到達目標】

第1回�オリエンテーション
第2回�DXとは
第3回�DXによる企業活動の変化
第4回�DXを支えるテクノロジー（AI、IoTなど）
第5回�DXを支えるテクノロジー（セキュリティなど）
第6回�DXを支えるテクノロジー（データサイエンスなど）
第7回�データ分析技術
第8回�ここまでのまとめと中間試験
第9回�DXによるビジネスの変化
第10回�DXと働き方改革
第11回�DXによる必要となる人材
第12回�DX社会での職業の変化
第13回�教育におけるDXとその問題点
第14回�DXのこれから
第15回�DXとの付き合い方と全体のまとめ
定期試験
上記の授業計画は予定であり、進捗状況等により変わることがあります。

【授業計画】

以下の標準所要時間は、達成に必要な目安の時間を授業回あたりの時間に換算したものである。
classroomを用いて、授業管理を行うので、必ずインストールをすること。
（1) google classroomを通じて、予習・復習のキーワードを提示する場合もあるので、
図書館等で調べ、ノート等にまとめておくこと。　120分
（2) 予習・復習、レポート等を行う場合には、まず、自ら調べ。その結果を他の学生のレ
ポートと比較するなど、グループワークを意識して行うこと。60分
（3) 授業において、疑問に感じたこと、興味を持ったことは研究室に質問に来る、図書館
で来るなど、自ら学ぶ姿勢を明確にすること。　60分
オフィスアワーを設定しているので、積極的に利用すること。

【授業時間外の学習】

授業への取組みとレポート（10%）、中間試験（30%）、定期試験（60%）
レポート、中間試験および定期試験については、採点・添削後に返却することにより、フィードバックを
行う。

【成績の評価】



DXの教養 デジタル時代に求められる実践的知識　
志度 昌宏他 (著), 三菱ケミカルホールディングス 先端技術・事業開発室 DXグループ (著)　
インプレス社　2020年　￥1,800円＋税、ISBN-13  :  978-4295011217

【使用テキスト】

適宜指示する。
【参考文献】



＜BTP332＞情報科教育法Ⅰ【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi)担当教員：

学位授与の方針である「情報に関する基礎的知識から専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその
知識を適切に活用すること」ができるようにするため、高等学校における情報教育として設置された普通
教科「情報」専門教科「情報」各教科の目標を達成するために必要な基礎知識や指導技術について学習を
行う。高等学校学習指導要領改訂についても触れる。教職科目として、情報の教員となるための教育実践
の修得し教育実習につなげる科目です。
この科目での学修成果は『②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多面的思考力』に関連し
ています。

【授業の紹介】

　高等学校学習指導要領に定められた、普通教科「情報」専門教科「情報」について具体的に授業運営が
できる。
　高等学校学習指導要領に定められた、普通教科「情報」専門教科「情報」についての授業運営の課題を
解決することができる。

【到達目標】

第１回　現代情報化社会の概要と普通教科「情報」、専門教科「情報」の内容概説
第２回　普通教科「情報」設置の経緯と趣旨および科目編成。高等学校学習指導要領改訂について
第３回　普通教科「情報」の概要
第４回　普通教科「情報」「情報Ⅰ」の目標と内容
第５回　普通教科教科「情報」「情報Ⅱ」の目標と内容
第６回　普通教科「情報」各科目における授業計画の立案法
第７回　学習題材やテーマの選定法
第８回　学習指導案の作成法
第９回　学習指導法
第10回　学習の評価と測定の方法
第11回　専門教科「情報」設置の趣旨
第12回　専門教科「情報」の目標と科目編成
第13回　教育課程の編成と指導計画の作成
第14回　関係法規の概要
第15回　進路指導
定期試験は実施しない

【授業計画】

　下記の予習復習に要する時間は3時間程度です。
　学習指導要領に書かれた内容を復習するとともに、授業を行うために必要な表現方法やコミュニケーシ
ョンの研究をしてください。また、３回に１度程度は発表をしてもらうため、その準備もしてください。

【授業時間外の学習】

評価は、授業内ミニレポート20％、授業内発表50％、課題レポート30％で評価を行います。
授業内ミニレポート、課題レポートは添削し返却します。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

　高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説　情報編
【参考文献】



＜BTP333＞情報科教育法Ⅱ【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi)担当教員：

学位授与の方針である「情報に関する基礎的知識から専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその
知識を適切に活用すること」ができるようにするため、高等学校における情報教育として設置された普通
教科「情報」専門教科「情報」各教科の目標を達成するために必要な基礎知識や指導技術について学習を
行う。なお、高等学校学習指導要領改訂についても触れる。教職科目として、情報の教員となるための教
育実践の修得し教育実習につなげる科目です。
この科目での学修成果は『②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多面的思考力』に関連し
ています。

【授業の紹介】

高等学校学習指導要領に定められた、普通教科「情報」専門教科「情報」について具体的に授業運営がで
きる。
高等学校学習指導要領に定められた、普通教科「情報」専門教科「情報」についての授業運営の課題を解
決することができる。

【到達目標】

第１回　専門教科「情報」基礎的科目の目標と内容
　　　　　「情報産業と社会」「情報の表現と管理」
第２回　専門教科「情報」応用的選択科目の目標と内容
　　　　「アルゴリズムとプログラム」「情報と問題解決」
第３回　専門教科「情報」応用的選択科目の目標と内容２
　　　　「情報テクノロジー」「ネットワークシステム」「データベース」
第４回　専門教科「情報」応用的選択科目の目標と内容３
　　　　「情報メディア」、「情報デザイン」、「表現メディアの編集と表現」
第５回　専門教科「情報」総合的科目の目標と内容
　　　　「課題研究」「情報システム実習」「情報コンテンツ実習」
第６回　学習指導を行う上で必要な情報活用技能１
　　　　　情報の収集・処理・発信の技能とツールの利用方法
第７回　学習指導を行う上で必要な情報活用技能２
　　　　　シミュレーション、問題解決のツールの利用方法
第８回　学習指導を行う上で必要な情報活用技能３
　　　　　デジタル化、ネットワークコミュニケーション技能
第９回　グループによる教育指導の実際１
　　　　　グループ分けとテーマ設定
第10回　グループによる教育指導の実際２
　　　　　設定したテーマについての調査、情報収集
第11回　グループによる教育指導の実際３
　　　　　調査結果のまとめと授業計画の作成
第12回　グループによる教育指導の実際４
　　　　　学習指導案の作成
第13回　グループによる教育指導の実際５
　　　　　模擬授業及び相互批判、検討
第14回　グループによる教育指導の実際６
　　　　　授業計画、指導案等の手直し、改良、評価、検討
第15回　高等学校学習指導要領改訂について
定期試験は実施しない

【授業計画】

下記の予習復習に要する時間は3時間程度です。
学習指導要領に書かれた内容を復習するとともに、授業を行うために必要な表現方法やコミュニケーショ
ンの研究をしてください。また、３回に１度程度は発表をしてもらうため、その準備もしてください。

【授業時間外の学習】

評価は、授業内ミニレポート20％、授業内発表50％、課題レポート30％で評価を行います。
授業内ミニレポート、課題レポートは添削し返却します。

【成績の評価】

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説　情報編（文部科学省　開隆堂出版）
【使用テキスト】

必要に応じてその都度指定する。
【参考文献】



＜BTP111＞教育学原論【卒業要件外】科目名：
松原　勝敏(MATSUBARA　Katsutoshi)担当教員：

　教育学原論では、教育課程編成・実施の方針に示す「自ら考え、判断し、行動できる力」を獲得するた
めの基礎作りを行う。そして、卒業認定・学位授与の方針に示す、現代社会における様々な問題に関心を
持ち、問題解決に取り組む力量を獲得するために、本授業では、教育に関係する領域を広範囲に、かつ、
多角的に追求し、教育の概念や理念の把握に努める。
今日、人々の教育に関する意見や要望、そして批判には、いろんな立場から多様な意見が噴出して、答え
を出すのが非常に難しい状況にある。教育学原論では、教育という社会事象を専門的な立場から理解する
ために必要な基礎的な知識を獲得し、自らの言葉で今日の教育課題を説明することができる力量を形成す
る。
　本講義は、学部のポリシーに示す、経営等に関する基礎的知識から専門的知識まで体系的に修得し、組
織においてその知識を適切に活用することができるための基礎理論にあたります。
　また、この科目では、学習成果として、『③専門知識活用能力』『④多面的思考能力』『⑤多文化理解
能力』に関連しています。

【授業の紹介】

１．教育という社会事象を専門的な立場から理解するために必要な基礎的な知識を獲得することができる
。
２．教育の基本的概念や教育の理念の基礎を理解することができる。
３．教育の歴史や思想の学習をとおして、今日の教育の基本理念の形成過程を理解することができる。
４．自らの教育観の基礎を作り、教育に関する事柄について、専門的・客観的な立場から、自分なりの意
見表明ができる力の獲得することができる。
５．上の４つの到達目標を達成することで、卒業認定・学位授与の方針に示す、現代社会における様々な
問題に関心を持ち、問題解決に取り組む力量を獲得することができる。

【到達目標】

第１回：オリエンテーション・教育の意味と本質
第２回：教育の目的と目標
第３回：人間社会における教育の役割
第４回：家族や社会における教育の思想と教育の役割
第５回：主要な教育思想
第６回：近代学校制度の成立と展開
第７回：日本の学校教育の歴史
第８回：義務教育の概要
第９回：今日の我が国における学校制度と主要国の学校制度
第１０回：教育課程の基礎
第１１回：学習指導の基礎
第１２回：家庭教育
第１３回：生涯学習
第１４回：教員養成
第１５回：今日の教育課題
定期試験

【授業計画】

　教育学原論では、授業時間外の学習として合計60時間に相当する学習を求める。その１つとして、授業
終了時に、当該授業において授業後に復習すべきことを指示する。また、次回の授業に関する予習事項を
指示する。

【授業時間外の学習】

毎回の授業終了時に課するミニレポート（約３０％）、レポート（約２０％）、定期試験（約５０％）の
３つを以て、総合的に評価する。
・ミニレポートについては、次の授業の冒頭の部分で内容についてコメントする。
・主たるレポート課題については、１５回目の授業でフィードバックする。
・試験の内容については、学内ネットを通じてフィードバックする。

【成績の評価】

新中等教育原理（平成２２年　佐々木正治編著、福村出版）
【使用テキスト】

授業時に、適宜、紹介する。
【参考文献】



＜BTP211＞教師論【卒業要件外】科目名：
平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。
高等学校での教員経験や教育行政の場での勤務経験を活かし具体的な事例を示しながら授業を進めます。
「教育は人なり」とよく言われます。この科目では、教職を志す者に必要とされる教員としての使命感や
責任感、教育愛に支えられた教育実践力等について、具体的な場面を想定しながら学生諸君の積極的な授
業への参加を得て理論と実践の両面にわたって総合的に学び、高等学校教員に求められる資質や能力を身
に付けます。
「教職に関する科目」ですので、卒業要件単位数には含まれません。
高等学校教員一種免許状の取得を希望する者以外の履修はできません。
なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の１「経営・情報・会計などに関する基礎的知識か
ら専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができること」及び同２
「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人々と的確にコミュニケーションを図るとともに、
リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組めること」に関する知識、技法の修得をめざします。
また、学修成果『②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力』に関連していま
す。

【授業の紹介】

１．現代社会における教職の重要性、教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について身に付け
、教職への意欲を高め、さらに適性を判断して進路選択に資する教職の在り方を理解することができる。
２．公教育の目的とその担い手である教員の存在意義と教職の職業的特徴を理解することができる。
３．今日の教員に求められる役割や資質能力を理解することができる。
４．教員に課せられる服務上及び身分上の義務及び身分保障を理解することができるとともに、生徒への
指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像を把握し、生涯にわたって学び続けることの必要性
を理解することができる。
５．校内の教職員や多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、チームとして組織的に諸課題に対
応することの重要性を理解することができる。

【到達目標】

第１回：教員になるために（オリエンテーションを含む）
第２回：学習指導と学習指導要領
第３回：教員の養成・採用
第４回：教員の研修
第５回：教育行政の仕組み、校務分掌と教員組織、教員の一日
第６回：チーム学校
第７回：教員の勤務条件と服務、法規上の留意点
第８回：教員に求められる役割と資質能力
第９回：教員の職務（１）学級運営
第１０回：教員の職務（２）教科指導と生徒理解
第１１回：教員の職務（３）生徒指導と生徒理解
第１２回：教員の職務（４）保護者対応
第１３回：教員の職務（５）いじめと不登校
第１４回：教育の今日的課題
第１５回：これまでの授業のまとめと質疑応答

定期試験は実施しない。

【授業計画】

事前に指示された資料及びテキストを読み、疑問点等をノートにまとめておくこと。（２時間）
また、毎時間「REVIEW」と題する用紙（Ａ４版１枚）を配付するので、その日の授業の総括（振り返り）
として各項目を埋め、次時に提出すること。（２時間）

【授業時間外の学習】

授業への取り組み（３０％）、発表（４２％）、提出物（２８％）。
発表はその場で講評し、提出物はコメントの上後日返却する。

【成績の評価】

津田徹・広岡義之編著『教職論』（ミネルヴァ書房、2021年）
【使用テキスト】

その都度指示する。
【参考文献】



＜BTP311＞教育制度論【卒業要件外】科目名：
松原　勝敏(MATSUBARA　Katsutoshi)担当教員：

　「教育制度」という言葉は、やや「お堅い」言葉に聞こえるかもしれません。また、制度や法規に関連
することがらは難しいのでできれば避けて通りたい･･･と思う人も少なくないと思います。
　しかし、学校は、今日、私たちの暮らしを支える制度の１つとして機能しています。それ故に、学校に
は、その目的や制度のあり方、教育内容について様々な規定が設けられるとともに、多くの税金やその他
の財貨が投入され、そこに教員をはじめとしてたくさんの人々が関わって、生徒たちの生活を支えている
のです。それゆえに、教員に対する社会的使命や期待には大きなものがあると同時に厳しいものがありま
す。
　本講義は、そのような点を考慮して、責任を果たせる教員としての意識づくりを図りたいと思います。
また、採用試験も考慮して、法制面からのアプローチによって教育制度の理解を目指します。できるだけ
、丁寧にわかりやすく講義することに努めますので、肩肘張らず受講して下さい。
　この科目は、学部のポリシーに掲げる、経営等に関する基礎的知識から専門的知識まで体系的に修得し
、組織においてその知識を適切に活用することができることに繋がる基礎理論として位置づけられます。
　また、この科目では、学習成果として、『①自己管理能力』『③専門知識活用能力』『④多面的思考能
力に関連しています。

【授業の紹介】

・教育現場での１つ１つの行為が、社会的な制度の枠の中で運営されていることを理解し、自らの教育実
践に取り組む姿勢を形成することができる。
・この授業では、教育制度の基本的な枠組みを理解すると共に、制度構築の理念を理解して、教育制度に
関する問題に自分なりの意見表明ができる。

【到達目標】

第１回：オリエンテーション＆教育制度を学ぶ意義
第２回：教育法規の全体像
第３回：学校制度とその課題
第４回：教育行政制度とその課題
第５回：教育財政制度とその課題
第６回：教育課程行政
第７回：学校経営の理論と実際
第８回：学校経営における地域や保護者との連携
第９回：児童・生徒の管理
第１０回：学校における安全管理
第１１回：教員養成制度
第１２回：特別支援教育制度
第１３回：学校を巡る社会状況の変化と学校の課題
第１４回：生涯学習社会に向けた教育制度の在り方
第１５回：我が国及び諸外国における教育事情と教育改革
定期試験

【授業計画】

　教育制度論では、授業時間外の学習として合計60時間に相当する学習を求めます。その１つとして、各
授業の最後に復習と次回の予習のポイントを指示しますので、自己学習時に確認をしておいて下さい。ま
た、自己学習の成果をレポートとして提出することを求めます。

【授業時間外の学習】

　毎回の授業時におけるミニレポートへのコメント(約30％)、レポート(約20％)及び試験(約50％)の合計
点によって成績を評価し、単位を認定します。
　毎回の授業時に、各学生の学びを点検し、学習成果の改善のためのフィードバックを行います。また、
最終的な学習の成果については、私の学内HPを通じて学生に以後の学びへの示唆をフィードバックします
。

【成績の評価】

河野和清編著『現代教育の制度と行政　改訂版』福村出版　2017
【使用テキスト】



文部科学省「幼稚園教育要領」2017
文部科学省「小学校学習指導要領」2017

　その他、授業時に、適宜紹介します。

【参考文献】



＜BTP212＞教育心理学【卒業要件外】科目名：
岡田　涼(OKADA　Ryo)担当教員：

教師は、児童・生徒の発達や学習の状態を正しくとらえ、適切な指導や支援を行うことが求められます。
そのためには、児童・生徒の学習意欲や学習の特徴、評価の影響などについて詳しく理解しておくことが
必要です。この授業では、教育心理学に関する基礎的なトピックについて考えながら、児童・生徒に対す
る効果的な指導や支援を行うための知識や方法を身につけます。なお、この授業科目では、卒業認定・学
位授与の方針の「３．卒業後も継続して新たな目標を設定し、達成に向け積極的にチャレンジできること
」に関する知識、技法の修得をめざします。また、学修成果『①自己管理能力、③専門知識活用能力、④
多面的思考能力』に関連しています。

【授業の紹介】

１．教育において教育心理学が果たす役割を理解し、説明できる。
２．児童・生徒の発達や動機づけなどの理論について理解し、説明することができる。
３．教育心理学の視点から児童・生徒の行動の特徴を理解し、説明することができる。
４．教育心理学をもとに教育実践の具体な方法を考えることができる。

【到達目標】

第１回　オリエンテーション：教育心理学とは
第２回　発達1：認知発達とその障害
第３回　発達2：仲間関係の発達
第４回　学習1：レスポンデント条件づけとオペラント条件付け
第５回　学習2：観察学習
第６回　動機づけ1：内発的動機づけ
第７回　動機づけ2：学習性無力感
第８回　教育評価1：教育評価の次元と方法
第９回　教育評価2：個人差と学習指導
第10回　教育相談1：学校における教育相談
第11回　教育相談2：発達の問題とアセスメント
第12回　学校適応1：問題行動と学校不適応
第13回　学校適応2：学校ストレスとソーシャルサポート
第14回　学校適応3：教師の指導と学級集団
第15回　まとめ：心理学を活かした教育実践
※定期試験は実施しません。

【授業計画】

予習として、次回の授業内容の専門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめておく（2時間）。毎回の講
義資料から提示されるキーワード3個について調べ、次回の授業の前に提出する（2時間）。

【授業時間外の学習】

各回の授業時に行うミニレポート課題（50%）、授業終了後のまとめレポート（50%）。ミニレポート課題
については授業中に、まとめレポートについては終了後にメール等でフィードバックを行う。

【成績の評価】

テキストは使用しません。毎回資料を配布します。
【使用テキスト】

鎌原雅彦・竹綱誠一郎（2019）「やさしい教育心理学」有斐閣
有馬道久・大久保智生・岡田　涼・宮前淳子（2020）「学校に還す心理学」ナカニシヤ出版

【参考文献】



＜BTP121＞特別支援教育【卒業要件外】科目名：
湯浅　恭正(YUASA　Takamasa)担当教員：

特別な支援を必要とする児童・生徒(発達障害児・知的障害児等)の理解を進めるための基本を講義し、学
校等において支援するための教育内容・方法についての基本を学ぶ。そのために、特別な支援を必要とす
る児童・生徒の心理特性・発達特性を踏まえて、学級経営・授業づくり等の場面での指導方法とその背景
にある教育課程の概要を講義する。具体的な実践事例も取り上げて、教師の資質・能力として必要な知識
・技術・教育観について学ぶ。さらにインクルーシブ教育の国際的な背景や動向・制度の基本を押さえ、
「通級による指導」や個別の指導計画・個別の教育支援計画の必要性・関係機関との連携等、特別支援教
育に関する現代の課題にも触れる。
なお、この授業では、卒業認定・学位授与の方針「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様な立場の人
々との的確なコミュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組め
ること」を目指す。また、学修成果「③専門知識活用能力，④多面的思考能力」に関連している。

【授業の紹介】

1.特別な支援を必要とする児童・生徒(発達障害児・知的障害児等)の生活・発達・学習における困難さ・
個別のニーズを把握するための基本を理解することができる。
2.特別な支援を必要とする児童・生徒が授業や学級活動に参加するために教師や学校組織等に必要な知識
・支援方法・関係機関との連携の在り方の基本を理解することができる。
3.特別な支援を必要とする児童・生徒とともに生きる共生社会の在り方の基本を理解することができる。

【到達目標】

第1回:特別支援教育を学ぶために-授業のガイダンス
第2回:インクルーシブ教育を含めた特別支援教育の理念・制度について
第3回:発達障害、知的障害ののある児童・生徒の発達特性について
第4回:発達障害、知的障害のある児童・生徒の心理特性について
第5回:特別支援学校・学級に在籍する児童・生徒の学習・発達における困難さについて
第6回:特別な支援を必要とする幼児の支援方法について
第7回:特別な支援を必要とする児童・生徒の支援方法について
第8回:教育課程における「通級による指導」「自立活動」の位置づけについて
第9回:「通級による指導」の内容について
第10回:「自立活動」の内容について
第11回:個別の指導計画・個別の教育支援計画の意義と教育課程について
第12回:個別の指導計画・個別の教育支援計画を作成する方法について
第13回:関係機関と連携して特別支援教育の体制を構築する意義について
第14回:母国語や貧困等の問題により特別なニーズのある児童・生徒の困難さと組織的対応について
第15回:インクルーシフ教育時代の特別支援教育の方向について
定期試験

【授業計画】

各授業で示す課題を授業時間外において学習し、次の授業時に提出するなとの復習・予習をすることが必
要である(2時間)。授業で紹介した特別支援教育についての文献・実践記録等を検索して収集し、学習し
た結果を指定の期日までに提出することが必要である(2時間)。

【授業時間外の学習】

定期試験(80%)、いくつかの授業の区切りの最後に提出するレポート(20%)
提出されたレポートは、口頭でコメントを付けて返却する。また、定期試験においては採点基準を示して
説明する。

【成績の評価】

『よくわかる特別支援教育　第2版』(湯浅恭正編、ミネルヴァ書房、2018)
【使用テキスト】

授業中に適宜資料を配付する。
【参考文献】



＜BTP231＞教育課程論【卒業要件外】科目名：
山岸　知幸(YAMAGISHI Tomoyuki)担当教員：

　この授業では、教育課程・カリキュラムに関する歴史、意義や編成原理、現在の学習指導要領の重要な
ポイントについて学んでいきます。教育課程についての具体的な事例にも基づいて考察していきます。
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「自ら考え、判断し、行動できる力、すなわち
社会人として活躍できる力を身に付け、地域を元気にするために活動できる人材を育成」に関する知識、
技法の修得をめざします。
　また、学修成果『③ 専門知識活用能力、④多面的思考能力』に関連しています。

【授業の紹介】

１．教育課程・カリキュラムに関わる歴史や理論を理解することができる。
２．学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程の意義や編成方法を体系的に理解する
ことができる。
３．各学校の実情にあわせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解することができる。

【到達目標】

第１回：オリエンテーション
第２回：我が国の戦後の教育課程の変遷
第３回：カリキュラム改革の歴史（１）－児童中心主義思想を中心に－
第４回：カリキュラム改革の歴史（２）－教育内容の現代化を中心に－
第５回：教育課程の編成原理と類型
第６回：教育課程の編成・実施・評価・改善
第７回：高等学校学習指導要領を学ぶ（１）－総則を中心に－
第８回：高等学校学習指導要領を学ぶ（２）－カリキュラム・マネジメントの視点から－
第９回：高等学校学習指導要領を学ぶ（３）－中高連携の視点から－
第10回：教育課程の実際（１）－年間行事計画－
第11回：教育課程の実際（２）－時間割の作成－
第12回：教育課程の実際（３）－日課・週時程の編成－
第13回：教育課程の実際（４）－教科年間指導計画－
第14回：教育課程の実際（５）－特色ある学校づくりと学校評価－
第15回：まとめ－これからの教育課程・カリキュラムの課題－
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　事前に指示された資料及びテキストを精読し、学んだこと・疑問点をノートにまとめておくこと（２時
間）。
　レポート作成に向けて、毎回の授業内容のポイントをＡ５一枚程度にまとめておくこと（２時間）。

【授業時間外の学習】

　レポート試験（６０％）、毎回の授業後に提出する小レポート（４０％）
　レポートについては、採点基準を説明する。
　毎回の授業後に提出する小レポートについては、次の授業時間にコメントを添えて返却する。

【成績の評価】

　高等学校学習指導要領解説　総則編（平成３０年７月　文部科学省）
【使用テキスト】

　授業中に適宜資料を配付する。
【参考文献】



＜BTP335＞総合的な学習の時間の指導法【卒業要件外】科目名：
野村　一夫(NOMURA　Kazuo)担当教員：

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育行政と小学校教員の経験を踏まえ、ディスカ
ッション、グループワーク及びプレゼンテーションを通じて学校の実情に即した指導の在り方を追究しま
す。
　授業では、総合的な学習の時間及び総合的な探究の時間のカリキュラム上の位置付けや「時間」の在り
方など、その趣旨やねらいを理解し、学習指導要領に示された目標、内容及び内容の取扱い等を踏まえ、
授業設計や指導法、評価等についての基礎的な理解と実践力の育成を図り、高等学校教員としての資質・
能力の基礎を培うことを目指します。具体的には、自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を発見し
、解決していくための学習指導や評価、環境整備、外部との連携などの在り方について協議し、理解を深
めます。
　また、この授業科目は教職に関する科目であり、卒業要件外となります。なお、学修成果『①自己管理
能力、③専門的知識活用能力、④多面的思考能力』に関連します。Google Classroom クラスコード
：2yywhzz

【授業の紹介】

総合的な学習の時間及び総合的な探究の時間に係る基礎的な指導理論を理解し、探究的な学習過程を踏ま
えた授業設計ができる。
1)　総合的な学習の時間創設の経緯を知り、カリキュラム論に基づく位置付けを説明することができる。
2)　総合的な探究の時間へ移行した背景と趣旨を踏まえ、自己の生き方在り方と一体的で不可分な課題を
探究する指導計画を作成することができる。
3)　探究的な学習過程における指導の在り方を説明することができる。
4)　総合的な探究の時間の評価の在り方を述べることができる。
5)　総合的な探究の時間に係る指導体制や環境整備、地域との連携・協働などの在り方について述べるこ
とができる。

【到達目標】

<<各回の資料配布・課題提出>>Google Classroom
第１回　オリエンテーション（総合的な学習の時間（総合的な探究の時間）のイメージ）
第２回　総合的な学習の時間の経緯と背景
第３回　総合的な学習の時間の教育課程上の位置付けとカリキュラム論
第４回　総合的な探究の時間への移行による学習指導要領における目標、内容及び内容の取扱いの変化
第５回　総合的な探究の時間で育成することを目指す資質・能力
第６回　総合的な探究の時間における四つの課題の取扱い
第７回　各学校において目標及び内容等を定める際の留意事項
第８回　総合的な探究の時間の全体計画の作成
第９回　総合的な探究の時間の年間指導計画の作成
第10回　総合的な学習の時間の単元計画の作成
第11回　探究的な学習の過程における「主体的・対話的で深い学び」の視点
第12回　探究的な学習の指導のポイント
第13回　総合的な探究の時間の評価の在り方
第14回　総合的な探究の時間の指導体制と時間の弾力的運用の在り方
第15回　総合的な探究の時間に係る環境整備と地域との連携・協働の在り方
定期試験

【授業計画】

1)　現代的な諸課題(①国際理解、②情報、③環境、④福祉、⑤健康、⑥資源エネルギー、⑦住民の安全
、⑧食、⑨科学技術の発展)について、課題の背景や現状、内容などを整理し、横断的・総合的な学習の
成果「私の考える探究課題○○について」を作成すること。(30時間)
2)　事後学修として、学修内容を振り返り、リフレクションペーパー作成すること。(毎2時間)

【授業時間外の学習】

学修内容の理解はもとより、学修に対する意欲と態度を評価します。
「私の考える探究課題」の提出(40%)、リフレクションペーパーの提出(10%)、期末定期試験(50%)としま
す。
リフレクションペーパーについては、返却時にコメントします。
期末定期試験は、採点基準を説明します。

【成績の評価】

高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説　総合的な探究の時間編　平成30年　文部科学省
【使用テキスト】



随時紹介する。
【参考文献】



＜BTP232＞特別活動論【卒業要件外】科目名：
平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。
高等学校での教員経験や教育行政の場での勤務経験を活かし具体的な事例を示しながら授業を進めます。
学校における多様な集団活動を通して課題の発見や解決を行いよりよい集団の形成や学校生活を目指す特
別活動の意義を理解するとともに、関係する様々な問題やトピックを取り上げ学生諸君の体験や経験を基
にした積極的な授業への参加を得て考察することで、学年の違いによる活動の変化、各教科等との往還的
な関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知
識や素養を身に付けます。
「教職に関する科目」ですので、卒業要件単位数には含まれません。
高等学校教員一種免許状の取得を希望する者以外の履修はできません。
なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の１「経営・情報・会計などに関する基礎的知識か
ら専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができること」に関する
知識、技法の修得をめざします。
また、学修成果『②コミュニケーション能力、④多面的思考能力、⑥チーム活動能力』に関連しています
。

【授業の紹介】

１．学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解することができる。
２．教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連を理解することができる。
３．ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事の特質を理解することができる。
４．教育課程全体で取り組む特別活動の指導の在り方を理解することができる。
５．特別活動における取り組みの評価・改善活動の重要性を理解することができる。
６．特別活動における家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解することができる。

【到達目標】

第１回：特別活動の意義・目標・内容と教育課程における位置づけ
第２回：特別活動の歴史的変遷
第３回：特別活動と生徒指導
第４回：特別活動と学級経営
第５回：ホームルーム活動の目標・内容
第６回：ホームルーム活動の課題
第７回：生徒会活動の目標・内容・課題
第８回：学校行事の目標・内容
第９回：学校行事の課題
第10回：部活動の意義・課題
第11回：部活動の今後
第12回：ホームルーム活動の指導の実際（模擬体験）
第13回：生徒会活動の指導の実際（模擬体験）
第14回：学校行事の指導の実際（模擬体験）
第15回：これからの特別活動

定期試験は実施しない

【授業計画】

事前に指示された資料及びテキストを読み、疑問点等をノートにまとめておくこと。（２時間）
また、毎時間「REVIEW」と題する用紙（Ａ４版１枚）を配付するので、その日の授業の総括（振り返り）
として各項目を埋め、次時に提出すること。（２時間）

【授業時間外の学習】

授業への取り組み（３０％）、発表（４２％）、提出物（２８％）。
発表はその場で講評し、提出物はコメントの上後日返却する。

【成績の評価】

文部科学省『高等学校学習指導要領解説 特別活動編』（平成30年）東洋館出版社
【使用テキスト】

その都度指示する。
【参考文献】



＜BTP233＞教育の方法及び技術【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi),松下　文夫(MATSUSHITA　Humio)担当教員：

　教育とは、目標に対応してハードウエア、ソフトウエアを組み合わせて構築する総合的なシステムであ
ると捉え、このことからそれぞれの学習目標を最適化するための知識、技能および実践的活用力が修得で
きる。この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針である得られた諸能力を地域社会に役立てようとす
る志をもち、教育の諸活動を通して地域社会の発展・活性化に貢献できる。さらに、修得したコミュニケ
ーション能力やリーダーシップなどの諸能力を、多様な人々と協働することで社会の問題解決に活かすこ
とができる。授業では、小集団を編成し、学生たちによる主体的で対話を重視したアクティブ・ラーニン
グを経験させる計画であるが、コロナの終息宣言が見られないときは、ビデオ教材の視聴・解析を通して
諸能力を修得させる。
　また、学修成果『②コミュニケーション能力』『③専門知識活用能力』『④多面的思考能力』に関連し
ています。

【授業の紹介】

　これからの社会を担う生徒たちに求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法、教育の技
術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能が修得できる。
１．これからの社会を担う生徒たちの資質・能力を育成するための教育方法の在り方（主体的・対話的で
深い学びの実現など）が修得できる。
２．教育実践に必要な教育の方法及び技術的に関する基礎的な知識の理解や技術の修得ができる。
３．生徒に課題を明確に把握させたり、学習内容を的確に理解させるために、ICTを効果的に活用する能
力が修得できる。
４．新しい教育の方法及び技術を学修することで、教育に関する諸問題を解決するためのコミュニケーシ
ョン能力やリーダーシップなどの能力が修得できる。

【到達目標】

第１回　高度情報通信社会（以下、情報社会）の現状（担当：松下）
第２回　グローバル社会に求められる行動特性（キー・コンピテンシー）とPISA型学力（担当：松下）
第３回　高等学校学習指導要領が目指す情報活用能力（担当：松下）
第４回　情報科の授業設計、実践、評価・修正から成るP-D-C-Aサイクル（担当：松下）
第５回　情報科の学習を促進するICTの活用（担当：松下）
第６回　ICTによる学習成果の記録とｅポートフォーリオ評価（担当：松下）
第７回　アクティブ・ラーニングによる情報科の授業の改善（担当：松下）
第８回　アクティブ・ラーニングと小集団によるグループワークの在り方（担当：松下）
第９回　アクティブ・ラーニングと形成的評価（担当：松下）
第10回　高速・広域・高品質情報通信システム（以下、情報システム）の進化（担当：松下）
第11回　情報システムの有効性と限界（１）教育による制御・情報モラル（担当：佃）
第12回　情報システムの有効性と限界（２）未来への展望（担当：佃）
第13回　人工知能(AI)がもたらす生活環境の変化
第14回　人工知能（AI）と人間との共存への期待
第15回　授業の総括と今後の教育方法及び技術への期待（担当：松下）

定期試験

【授業計画】

　基礎的知識のまとめとして、課題別に小レポートを課す（２０時間）。配布された資料は、予習、復習
の参考文献として活用させる（４０時間）。

【授業時間外の学習】

　定期試験（８０％）、課題別小レポート（２０％）
　・定期試験の結果については、教務課窓口で模範解答例を閲覧できる。
　・課題別小レポートは、添削して授業時に返却する。

【成績の評価】

　高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説　情報編（文部科学省　開隆堂出版）
　教育の方法と技術（田中俊也編、ナカニシヤ出版、平成２９年１０月）
　

【使用テキスト】

　アクティブラーニングのデザイン（２０１６年 東京大学出版会）
　人工知能は人間を超えるか（２０１８年 株式会社 KADOKAWA）
  情報科教育法　第３版（2020年　オーム社）
　授業中に適宜資料を配布する。

【参考文献】



＜BTP234＞生徒・進路指導論【卒業要件外】科目名：
平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。
高等学校での教員経験や教育行政の場での勤務経験を活かし具体的な事例を示しながら授業を進めます。
生徒指導の進め方や進路指導・キャリア教育のあり方についての様々な問題やトピックスを取り上げ学生
諸君の積極的な授業への参加を得て考察するとともに、生徒が抱える課題などを的確に見つけ解決する手
法を身に付けます。
「教職に関する科目」ですので、卒業要件単位数には含まれません。
高等学校教員一種免許状の取得を希望する者以外の履修はできません。
なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の１「経営・情報・会計などに関する基礎的知識か
ら専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができること」に関する
知識、技法の修得をめざします。
また、学修成果『②コミュニケーション能力、④多面的思考能力、⑥チーム活動能力』に関連しています
。

【授業の紹介】

１．生徒指導、進路指導・キャリア教育の理論と方法について理解することができる。
２．生徒指導、進路指導・キャリア教育を進めていくために必要な知識・技能や素養を身に付けることが
できる。

【到達目標】

第１回：生徒指導の意義と教育課程における位置づけ
第２回：生徒指導の方法原理
第３回：生徒指導の組織的な取組みと学校内外の連携
第４回：生徒指導の諸問題（１）- 校則
第５回：生徒指導の諸問題（２）- 懲戒と体罰
第６回：生徒指導の諸問題（３）- インターネットと携帯電話
第７回：生徒指導の諸問題（４）- 少年犯罪
第８回：生徒指導の諸問題（５）- 児童虐待
第９回：生徒指導の諸問題（６）- いじめ
第１０回：生徒指導の諸問題（７）- 不登校と中途退学
第１１回：生徒指導と教育相談
第１２回：進路指導・キャリア教育の意義と教育課程における位置づけ
第１３回：進路指導・キャリア教育の組織的な推進体制と連携
第１４回：職業に関する体験活動とキャリア教育
第１５回：生涯を通じたキャリア形成とキャリア・カウンセリング

定期試験は実施しない。

【授業計画】

事前に指示された資料及びテキストを読み、疑問点等をノートにまとめておくこと。（２時間）
また、毎時間「REVIEW」と題する用紙（Ａ４版１枚）を配付するので、その日の授業の総括（振り返り）
として各項目を埋め、次時に提出すること。（２時間）

【授業時間外の学習】

授業への取り組み（３０％）、発表（４２％）、提出物（２８％）。
発表はその場で講評し、提出物はコメントの上後日返却する。

【成績の評価】

文部科学省『生徒指導提要』（平成22年）教育図書
【使用テキスト】

その都度指示する。
【参考文献】



＜BTP331＞教育相談【卒業要件外】科目名：
織田　幸美(ODA　Yukimi)担当教員：

 この授業は、実務経験のある教員による授業科目である。小・中学校の現場での教育相談担当教員やス
クールカウンセラーの経験を活かし、具体的な事例を示しながら授業を行う。
　教育相談は、生徒の心理的発達を支援するための日常的な教育活動であり、教育の専門家としての教師
にとって、教育相談に関する基礎の習得は不可欠である。
　この授業では卒業認定・学位授与の方針にのっとり，生徒の発達をを支えるために個々の特性や課題を
適切に捉えるための基礎知識や技能および実践力を習得することをねらいとする。また、複雑化する教育
相談に関する問題について柔軟に対応し、援助するためのスキルについて，体験的な活動も取り入れ、生
徒の心理的成長を支える予防的援助について学習する。なお，この授業科目は学修成果『③専門知識活用
能力，④多面的思考能力』に関連している。

【授業の紹介】

到達目標は以下の４点である。
１.学校における教育相談の意義と理論を理解することができる。
２.教育相談を進める際に必要な基礎的知識を理解することができる。
３.教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要性を理解することができる
。
４.学校での生徒に対する予防的心理教育の方法について理解し、実践力を高めることができる。

【到達目標】

第１回　教育相談とは
第２回　生徒理解のための心理学
第３回　アセスメント
第４回　カウンセリング
第５回　コンサルテーション
第６回　ソーシャルスキル教育
第７回　ストレスマネジメント教育
第８回　キャリア教育
第９回　不登校
第10回　いじめ
第11回　発達障害
第12回　学校の危機管理
第13回　学級経営によるこどもの援助
第14回　Q-Uと構成的グループエンカウンター　
第15回　学校教育と教育相談　　
定期試験

【授業計画】

指示した内容について調べておくとともに、配布資料を必ず読んで講義に臨むこと。(毎回2時間）
内容についての小レポートを毎回課すので、まとめて提出すること。(毎回2時間）

【授業時間外の学習】

学期末試験（80％）と小レポート（20％）
小レポートについては，その都度，授業時に講評する。定期試験については教務課窓口及び教員研究室に
おいて模範解答を閲覧できるようにする。

【成績の評価】

授業時間中に資料を配布する。
【使用テキスト】

絶対役立つ教育相談（2017年10月　藤田哲也監修　ミネルヴァ書房）
生徒指導提要（平成22年3月　文部科学省　教育図書）
初めて学ぶ教職　教育相談（2019年3月　吉田武男監修　ミネルヴァ書房）
新訂版　学校教育相談入門　（2014年5月　有村久春　金子書房）

【参考文献】



＜BTP351＞教育実習事前事後指導【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi),平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

　リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組むことを目標にした科目です。
　高等学校で教育実習を行うための準備学習を行います。また、実習後は振り返りと総括を行い教育実習
の報告会も実施します。
　「教職に関する科目」ですので、卒業要件単位数には含まれません。
　高等学校教員一種免許状の取得を希望する者以外の履修はできません。
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の１「経営・情報・会計などに関する基礎的知識
から専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができること」及び同
４「自己管理力、責任感、周囲への配慮、倫理観などを持ち、チームワークを重視した社会性を持った行
動ができること」に関する知識、技法の修得をめざします。
また、学修成果『①自己管理能力、③専門知識活用能力、④多面的思考能力』に関連しています。

【授業の紹介】

(1)高等学校教諭の業務や職業倫理について理解し、教師としての使命感や倫理観を培うことができる。
(2)自己評価および自己課題の明確化を通して豊かな人間性を育むことができる。
(3)学校教育活動に必要な知識や判断力を習得することができる。
(4)学習指導計画の作成・実践・記録・評価等を体験する中で、教師として必要な技能、実践力を習得す
ることができる。

【到達目標】

第１回　教育実習の意義・目的・内容等について
第２回　実習校の研究と実習上の留意点
第３回　小論文の書き方と教材研究について
第４回　学習指導と生活指導の方法
第５回　学習指導案の作成
第６回　模擬授業の実施と批評
第７回　教育実習事前学習の振り返り
第８回　教育実習体験後の報告及び指導助言

定期試験は実施しない。

【授業計画】

　授業時間以外の学習は毎回4時間以上とします。
　教育実習前には必要とされる授業の内容や学習指導案を作成し、ノートにまとめておいてください。
　また、実習後には振り返りを行いますので実習ノートの作成、実習時の問題点、今後の展望などについ
てノートにまとめておいてください。後日、レポートでの提出を指示します。

【授業時間外の学習】

授業への興味関心及び授業に積極的に参加する態度（20％）、課題レポート（30％）、授業内発表（教育
実習体験後の報告を含む）（50％）
提出物は添削し返却します。

【成績の評価】

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説　情報編（文部科学省　開隆堂出版）
又は、高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 商業編（文部科学省　実教出版）

【使用テキスト】

必要に応じてその都度指定する。
【参考文献】



＜BTP352＞高等学校教育実習【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi),平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

　関係する高等学校現場で２週間を過ごし、教員として実際に生徒の指導ができるようになるための実習
を行います。「教職に関する科目」の中で総仕上げとも言える授業です。
　「教職に関する科目」ですので、卒業要件単位数には含まれません。
　高等学校教員一種免許状の取得を希望する者以外の履修はできません。
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の２「現代社会の様々な問題に関心を持ち、多様
な立場の人々と的確にコミュニケーションを図るとともに、リーダーシップを発揮することで問題解決に
取り組めること」に関する知識、技法の修得をめざします。
　また、学修成果『①自己管理能力、②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力』に関連していま
す。

【授業の紹介】

　学校現場で教職員や生徒と接することを通して、高等学校の教員として教壇に立つために必要な知識や
技能を身につけることができる。

【到達目標】

高等学校教育実習
＜第１週＞　※実習内容は，実習校の経営・指導方針等により変更することがあります。
　１　学校の教育方針や特色ある教育について
　２　指導講話Ⅰ　学習指導について
　３　指導講話Ⅱ　生活指導について
　４　指導講話Ⅲ　実習全般について
　５　学級の実態と学級経営について
　６　学級事務についての考え方と実習について
　７　学習指導案の立案・考え方について
　８　示範授業の参観と研究

＜第２週＞　
　１　授業参観と授業記録の取り方について
　２　教材研究の仕方と学習指導案の書き方について
　３　授業参観（学習過程、板書、発問等）
　４　授業参観（生徒の反応、つぶやき、表情等）
　５　問題のある生徒の実態把握

定期試験は実施しません。

【授業計画】

　教育実習に必要とされる授業の内容や学習指導案を実習ノート等に作成してください。（４時間以上）
　なお、実習後には振り返りを行いますので、実習ノートを完成させるとともに、実習時の問題点、今後
の展望などについてノートにまとめておいてください。後日、レポートでの提出を指示します。

【授業時間外の学習】

実習中の様々な活動状況や成果（80％）、学習態度（20％）
提出物は添削し返却します。

【成績の評価】

　高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説　情報編（文部科学省　開隆堂出版）
又は、高等学校学習指導要領解説（平成３０年告示）解説 商業編（文部科学省　実教出版）

【使用テキスト】

なし
【参考文献】



＜BTP353＞教職実践演習（高校）【卒業要件外】科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi),山口　直木(YAMAGUCHI　Naoki),花城　清紀
(HANASHIRO　Kiyonori),平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)

担当教員：

　卒業認定・学位授与の方針の「リーダーシップを発揮することで問題解決に取り組むことを目標にした
科目」です。
　また、学修成果『①自己管理能力、②コミュニケーション能力、③専門知識活用能力』に関連していま
す。
　教職課程やそれ以外の授業科目、その他の種々の活動を通して学生が身につけた資質・能力が、教員と
して最小限必要なものとして形成され有機的に統合されたかについて個々の授業計画の中で確認し、１年
次より記録してきた教職ポートフォリオを活用し振り返り、討議、現地調査、事例研究、ロールプレーイ
ング、演習などを通して定着を図ります。
　なお、後期開講ですが、必要に応じて前期にも時間を調整して実施することがあります。
　
　高等学校教諭一種免許状（情報・商業）必修

【授業の紹介】

（１）高等学校教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を身につけることができる
（２）高等学校教員としての社会性や対人関係能力を身につけることができる
（３）高校生についての理解や学級経営等に関する知識を身につけ、基礎的経験をすることができる
（４）高等学校の教育課程や指導についての知識と指導力を形成することができる
以上4点を目標とします。

【到達目標】

次のように各回２コマで実施します。

第１回　オリエンテーション　平畑、山口、花城
　　　　①本演習の目的と進め方　②教職を取り巻く現代的問題の考察（討議）　　
第２回　履修全体の振り返りと検討課題の確認　平畑、山口、花城
　　　　①履修内容の整理と成果及び問題点のまとめ（教職ポートフォリオの整理）　②発表　　
第３回　使命感、責任感、教育的愛情等に関する事項　平畑
　　　　①高等学校教員のあり方と実際　②発表　　　　　　　　　　
第４回　高等学校の現状と課題に関する事項　山口
　　　　①県下高等学校の学校経営や教育行政の状況　②討議　
第５回　社会性や対人関係能力に関する事項(2)　平畑、山口、花城
　　　　①教員に求められるマナーや社会性の検討　②演習　　　　
第６回　社会性や対人関係能力に関する事項(3)　平畑、山口、花城
　　　　①生徒への対応　　②保護者への対応
第７回　生徒の理解やホームルーム経営等に関する事項(1)　平畑
　　　　①生徒の理解について(講義)　②同（演習)　　　　　　　
第８回　生徒の理解やホームルーム経営等に関する事項(2)　平畑、山口、花城
　　　　①特別な支援を必要とする生徒の理解（講義）　②同（演習）　　
第９回　生徒の理解やホームルーム経営等に関する事項(3)　平畑
　　　　①ホームルーム経営計画（講義）　②計画の作成・検討　　　　
第10回　教育内容の指導力に関する事項(1)　平畑
　　　　①教育課程の編成原理等の理解（講義）　②討議
第11回　生徒の理解やホームルーム経営等に関する事項(3)　花城
　　　　①保護者の声を聞く　　②討議　　　　　
第12回　教育方法の指導力に関する事項(3)　山口
　　　　①新しい教育方法や技術の検討（講義）　②演習
第13回　新しい高等学校教育　平畑
　　　　①② 教育課程特例制度などの検討（現地調査）　　　
第14回　教員に求められる資質・能力のまとめ(1)　平畑、山口、花城
　　　　①討議　　②総括　　　　　　　　　　　　　　
第15回　教員に求められる資質・能力のまとめ(2)　平畑、山口、花城
　　　　①発表　　②発表と総括

定期試験は実施しない。

【授業計画】

各回の授業についての感想、疑問、意見などをＡ４用紙１枚にまとめて、次回の授業で提出すること。
（４時間）

フィードバックとして、レポートは採点し、返却・解説します。

【授業時間外の学習】



毎回についてのまとめ、討議や発表における参加度３０％、提出物７０％で評価する。
フィードバックとして、提出物等は、添削し返却する。
また、オフィスアワーを設定しているので利用すること。

【成績の評価】

文部科学省『高等学校学習指導要領』2019年。
ただし、他の文献でこれが掲載されているものでもよい。

【使用テキスト】

特に指定しない。資料を適宜配付する。
【参考文献】



＜UGS001＞ボランティア科目名：
蓮井　孝夫(HASUI　Takao)担当教員：

この授業では、ボランティア活動実施に当たり、活動の意義や社会的な役割などの基礎的知識を「ワーク
ショップ」などのアクティブラーニングを通じ、対話的・主体的な深い学びをします。ボランティア活動
実施の準備として、教室内では、様々な活動への情報提供を各種団体から受けます。あわせて各種団体か
ら活動スキルを学びます。また学外ボランティア活動を自主的に体験（必須）することは、多くの異世代
の人たちと出会い、心豊かな社会人の第一歩となるでしょう。積極的な活動参加を期待しています。
上記に述べた講義内容を体験・理解することで、豊かな人間性や地域の課題に気づき、社会的課題を解決
する力や社会に貢献できる力を培い、幅広い教養を養うという学位授与の方針に関する知識、技法を修得
します。また予測困難な時代にあって、主体的に考える力・感じ取る力・表現する力・行動する力を持つ
ためにボランティア活動の体験は大いに意義あることです。
また、学修成果『①豊かな人間性や主体的に生きる力、②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる
力』に関連しています。

【授業の紹介】

①ボランティアについての概要を理解できる。
②ボランティア活動を通じて、視野を広げることができる。
③様々な立場の人と接することで、コミュニケーション能力を向上させることができる。
④ボランティア活動の実体験から、自らの新しい価値観が生み出され、身につけることができる。
⑤社会性をもったボランティア活動は、社会の構成員としての自覚を認識させてくれ、社会的課題解決に
取り組めることができる。
⑥「自ら学び、自ら考え、自ら気づき、自ら表現し、自ら行動し、社会的課題を解決する資質や能力」を
身につけることができる。

【到達目標】

第１回　 オリエンテーション　ボランティア活動基礎①ＮＰＯ活動情報・高松市民活動センター（講義
70％演習30％）
第２回 　ボランティア活動基礎②ＮＰＯ活動情報・セカンド・ハンド（講義70％演習30％）
第３回　 ボランティア活動基礎③ＮＰＯ活動情報・高松ボランティア協会（講義70％演習30％）
第４回　 ボランティア活動基礎④ＮＰＯ活動情報・四国ＥＳＤ活動支援センター（講義70％演習30％）
第５回　 ボランティア活動現場①講義＆ワーク・折り紙（講義50％演習50％）
第６回　 ボランティア活動現場②講義＆ワーク・年長さんとの遊び・ＤＶＤ幼児の遊び（講義50％演習
50％）
第７回　 ボランティア活動現場③講義＆ワーク・幼児との手遊びなど（講義50％演習50％）
第８回　 ボランティア活動現場④講義＆ワーク・幼児への紙芝居・絵本読み聞かせ（講義50％演習
50％）
第９回　 ボランティア活動基礎⑤講義＆ワーク・手話通訳（講義50％演習50％）
第10回　ボランティア活動基礎⑥講義＆ワーク・大島青松園・ハンセン病元患者理解（講義70％演習
30％）
第11回　ボランティア活動基礎⑦講義＆ワーク・手記「高松空襲の絵本」づくり（講義70％演習30％）
第12回　ボランティア活動基礎①講義＆ワーク・子どもミュジカル活動（講義70％演習30％）
第13回　ボランティア活動講義②講義＆ワーク・ボランティア活動理論まとめ①（講義80％演習20％）
第14回　ボランティア活動講義③講義＆ワーク・ボランティア活動理論まとめ②（講義80％演習20％）
第15回　ボランティア活動基礎④講義＆ワーク・活動のまとめ・発表③（講義50％演習50％）　
定期試験　授業の内容から特に重要と思われる内容について出題します。

【授業計画】

授業の形式は「２Ｅ」ですが、週l コマの講義と、それ以外に４月から８月下旬までに、自らボランティ
ア活動先を探し（教師からも情報提供）、学外活動を15コマ程度実施する必要があり、地域での活動に積
極的に参加しよう。そして多くの人々とつながっていきましょう。
授業では毎回レジュメ配布し、最後に「授業ふりかえりレポート」を復習（２時間以上）として課し、自
宅等でレジュメを再読し、自分の変化や成長・感想・意見を記述して次回の授業の冒頭に提出のこと。ま
た毎回の授業の最後に次週のテーマについて調べる課題（予習１時間以上）を出します。事前にキーワー
ドで検索したり、図書館で関連する本を読んだりして予習すること。事前に知っておくことによって授業
での課題のディスカッションが活発にできるようになります。質問等については、「授業ふりかえりレポ
ート」に記述すること。もしくはオフィスアワーを設定していますので日時を確認の上、質問・相談に来
ること。

【授業時間外の学習】

学外ボランティア活動・受講態度（約30％）、授業ふりかえり・レポート（約30％）、テスト（約40％）
などで総合的に評価（添削し返却又は口頭によるフィードバックを行います）。

【成績の評価】

使用テキストなし、随時授業資料を配付（保存のこと・資料持ち込みテスト）
【使用テキスト】



藤田久美編著「大学生のためのボランティア活動ハンドブック」（ふくろう出版）
岡本栄一・菅井直也・妻鹿ふみ子著「学生のためにボランティア論」（大阪ボランティア協会）
巡静一・早瀬昇著「基礎から学ぶボランティアの理論と実際」（中央出版）
ホールファミリーケア協会編「新傾聴ボランティアのすすめ」（三省堂）

【参考文献】



＜GBN214＞統計学概論科目名：
正岡　利朗(MASAOKA　Toshirou)担当教員：

　統計学の基本的な考え方を理解し、実際の社会生活で役立つ、さまざまな統計知識の解説を行うかたち
で講義を進めます。
　なお、この授業科目では、卒業認定・学位授与の方針の「１．経営・情報・会計などに関する基礎的知
識から専門的知識まで体系的に修得し、組織においてその知識を適切に活用することができる」に関する
知識、技法の修得をめざします。
　また、学修成果『③専門知識活用能力、④多面的思考能力』に関連しています。
　そして、本授業は、グループワークで情報収集・ディスカッションを行うアクティブ・ラーニング形式
を採用しています。また、高等学校教諭一種免許状（情報・商業）、上級情報処理士取得のための選択科
目に該当します。

【授業の紹介】

１．統計データからいろいろなグラフを作成することができる。
２．統計データからいろいろな統計表を作成することができる。
３．統計データからいろいろな数値を計算することができる。
４．作成したグラフ・統計表・統計値を解釈し、分析することができる。
５．統計学の重要な専門用語、公式をよく理解し説明し応用することができる。
６．上記の各知識や授業中に得た情報処理能力を統合的に活用して、ソサエティー5.0に寄与する各技能
や考え方を身に付けることができる。

【到達目標】

第１回　度数分布表
第２回　ヒストグラム
第３回　代表値（平均値）
第４回　散布度（標準偏差）
第５回　散布図（２つ以上の変数）
第６回　相関係数（２つ以上の変数）
第７回　回帰分析（２つ以上の変数）
第８回　確率と確率分布
第９回　正規分布の性質
第10回　正規分布の確率計算
第11回　正規分布の確率とEXCELの関数
第12回　標本分布
第13回　推定①（平均値の推定）
第14回　推定②（比率の推定）
第15回　これまでの授業のまとめ（学習した重点項目の確認）と質疑応答
定期試験は実施しない。

【授業計画】

　よいレポート内容をまとめるには相当な時間外の学習が必須となります。さまざまな意見を総合して、
自分の意見をまとめるための参考にするという態度を時間をかけてぜひ身につけてください。毎回の授業
開始前にはプリント等を復習し、疑問点、気づいたことをメモ等にまとめておいてください（２時間）。
また、毎回の授業毎にＡ４・１枚程度の内容要約を行って記録しておいてください（２時間）。オフィス
アワーを設定しているので、掲示等で日時を確認の上、質問に来てください。

【授業時間外の学習】

　レポート提出（100％）の結果により判断します。ただし、授業態度が不適切な場合はそれに応じた減
点をしますので留意してください。なお、各受講生（グループ）のレポートの結果については講評し、フ
ィードバックを行います。

【成績の評価】

　とくにありません（インターネットを使用する場合もある）。
【使用テキスト】

　P.G.ホーエル（浅井晃/村上正康訳）『初等統計学第４版』培風館、1981年。（￥1,998）
【参考文献】


